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山
室
軍
平
の
「
権
威
」
観

｜
｜
そ
の
ロ
ー
マ
書
一
三
章
論
な
ど
に
つ
い
て
｜
｜

本

田

逸

夫

は
じ
め
に
｜
｜
問
題
と
視
角

一

青
年
期
｜
｜『
平
民
之
福
音
』
な
ど

二

壮
年
期
｜
｜
明
治
末
年
か
ら
昭
和
初
期
の
著
述

三

晩
年
期
｜
｜
昭
和
戦
前
・
戦
中
の
著
述

結
び
に
代
え
て
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は
じ
め
に
｜
｜
問
題
と
視
角

本
稿
は
、
山
室
軍
平
（
一
八
七
二
〜
一
九
四
〇
）
が
国
家
的
権
威１

）
を
い
か
に
把
握
し
た
か
と
い
う
問
題
を
中
心
に
、
そ
の
政
治
思
想
を
追
究
す

る
。
山
室
は
「
日
本
救
世
軍
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
通
り
、
青
年
期
に
草
創
期
の
救
世
軍
へ
加
入
し
て
以
来
、（
本
部
と
の
決
裂
や
脱
退
を
考
え
た
時

期
も
あ
っ
た
と
は
い
え
、）
平
民
伝
道
者
、
説
教
者
、
娼
妓
解
放
及
び
労
働
者
や
貧
民
の
救
済
な
ど
の
社
会
事
業
の
実
践
者
、
救
世
軍
の
指
導
者
と

し
て
死
の
直
前
ま
で
活
躍
し
続
け
た２

）
。
そ
の
主
著
『
平
民
之
福
音
』（
一
八
九
九
年
）
は
一
九
三
七
年
三
月
に
は
四
百
三
十
版
に
達
し
た
と
さ
れ

る３
）

。
そ
の
一
方
で
救
世
軍
は
皇
室
及
び
政
府
と
（
キ
リ
ス
ト
教
諸
派
の
中
で
も
、
特
に
）
密
接
な
関
係
を
築
き
、
そ
れ
は
戦
中
に
ま
で
及
ん
だ
の
だ

が
、
そ
の
内
面
的
な
根
拠
い
か
ん
と
い
う
点
を
視
野
に
収
め
て
彼
の
思
想
を
検
討
す
る
試
み
は
、
従
来
乏
し
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
比
較
的

最
近
の
研
究
を
代
表
す
る
の
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
、
共
同
研
究
（
論
文
集
）
『
山
室
軍
平
の
研
究４

）
』
と
ラ
イ
ト
マ
イ
ヤ
ー
の
労
作５

）

で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
後
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
山
室
及
び
救
世
軍
と
皇
室
や
国
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
有
益
な
事
実
の
指
摘
や
叙
述
を
含
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
彼
の
政
治
思
想
の
立
入
っ
た
分
析
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

本
稿
で
検
討
す
る
山
室
の
著
述
の
中
で
特
に
重
要
な
の
が
、「
上
に
立
つ
権
威
」
へ
の
服
従
を
主
題
と
す
る
新
約
聖
書
「
ロ
ー
マ
人
へ
の
手

紙
」
第
一
三
章
一
｜
七
節６

）（
以
下
で
は
〞
ロ
ー
マ
書
一
三
章
〝
と
略
記
す
る
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
の
中

で
有
数
の
影
響
力
を
発
揮
し
た
山
室
は
、
救
世
軍
の
発
展
の
最
中
に
、
そ
し
て
晩
年
の
軍
国
主
義
下
に
救
世
軍
が
陥
っ
た
危
機
の
渦
中
に
お

い
て
も
、
同
章
に
言
及
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
言
及
し
て
い
な
く
と
も
政
治
的
権
威
に
関
す
る
言
動
は
、
広
義
に
お
け

る
同
章
の
解
釈
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
（
事
実
、
同
章
の
「
実
践
的
注
釈
」（
ケ
ー
ゼ
マ
ン
）
の
検
討
も
従
来
、
試
み
ら
れ
て
き
た
）
。
そ
の
意
味
で
は
、

本
稿
は
全
体
と
し
て
山
室
の
ロ
ー
マ
書
一
三
章
論
の
考
察
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

ロ
ー
マ
書
一
三
章
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
と
国
家
の
関
連
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
全
聖
書
テ
キ
ス
ト
の
中
で
、
後
世
へ

の
影
響
に
お
い
て
最
重
要
の
章
句
と
さ
れ
る７

）
。
特
に
近
代
日
本
の
ロ
ー
マ
書
一
三
章
論
で
は
、
政
教
の
未
分
化
な
国
家
体
制
に
対
し
て
キ
リ

ス
ト
者
た
ち
が
批
判
・
改
革
か
ら
順
応
に
至
る
可
能
性
の
中
で
い
か
な
る
態
度
を
と
っ
た
か
が
中
心
的
な
問
題
と
な
る
。
だ
が
そ
う
し
た
意

義
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
代
日
本
の
ロ
ー
マ
書
一
三
章
論
の
研
究
は
、
宮
田
光
雄
の
画
期
的
な
業
績８

）
を
除
け
ば
、
概
し
て
貧
し
か
っ
た
の
で
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あ
る
。

本
稿
で
は
、
山
室
の
ロ
ー
マ
書
一
三
章
の
解
釈
に
つ
い
て
、
神
が
権
威
を
立
て
た
と
の
命
題
（
一
節
）
、「
良
心
」
に
よ
る
服
従
（
五
節
）
や
畏

れ
と
敬
意
の
区
別
（
七
節
）
等
の
裡
に
権
威
に
対
す
る
批
判
的
契
機
を
読
み
と
っ
た
か
、
そ
も
そ
も
同
章
を
国
家
の
形
而
上
学
と
特
定
の
状
況

下
に
お
け
る
勧
告
の
い
ず
れ
と
み
な
し
た
か
、
と
い
っ
た
点
に
着
目
す
る９

）
。
そ
れ
と
と
も
に
、
彼
の
ロ
ー
マ
書
一
三
章
論
に
共
通
す
る
傾
向

や
特
徴
と
内
容
、
ま
た
、
時
期
に
よ
る
内
容
や
論
調
の
変
化
に
も
注
意
す
る
。
そ
し
て
検
討
の
対
象
と
し
て
は
、
同
章
へ
の
論
及
と
、「
カ
イ

ザ
ル
の
も
の
」
と
「
神
の
も
の
」
の
区
別
（
マ
ル
コ
伝
一
二
章
一
三
節
以
下
と
、
共
観
福
音
書
に
お
け
る
そ
の
並
行
記
事
）
、「
人
よ
り
も
神
に
従
う
べ
し
」

（＝

所
謂
ペ
テ
ロ
の（
留
保
）条
項
。
使
徒
行
伝
五
章
二
九
節
以
下
）
、「
す
べ
て
人
の
立
て
た
制
度
に
主
の
ゆ
え
に
従
え
」・「
神
を
畏
れ
王
を
尊
べ
」（
ペ

テ
ロ
前
書
二
章
一
三
節
以
下
）
、
な
ど
の
関
連
聖
句
へ
の
言
及
、
そ
し
て
同
章
の
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
発
言
や
行
動
に
も
、
眼
を
配
る
こ
と
に
す
る
。

以
下
で
は
、
青
年
期
の
山
室
に
お
け
る
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教
及
び
日
本
在
来
の
諸
宗
教
）
観
や
政
治
的
権
威
に
関
す
る
把
握
を
検
討
す
る
（
一
）。

次
に
明
治
末
年
以
降
、
晩
年
ま
で
の
ロ
ー
マ
書
一
三
章
論
を
含
む
、
本
稿
の
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
著
述
の
分
析
を
行
な
う
（
二
・
三
）。
以
上

の
探
求
に
よ
り
得
ら
れ
た
山
室
の
権
威
観
の
特
質
や
時
代
に
よ
る
そ
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
、
最
後
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

一

青
年
期
｜
｜『
平
民
之
福
音
』
な
ど

従
来
、「〔
信
仰
と
日
本
社
会
の
道
徳
を
混
同
し
た
〕
山
室
の
よ
う
な
社
会
運
動
家
は
い
さ
さ
か
も
日
本
精
神
を
根
底
か
ら
変
革
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
」（
藤
田
省
三10
）

）
と
の
評
価
が
あ
っ
た
。
だ
が
後
知
恵
を
離
れ
て
青
年
山
室
の
著
述
を
み
る
と
、
そ
れ
と
は
相
当
に
異
な
る
思

想
家
と
し
て
の
相
貌
を
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

日
清
戦
争
後
は
、
ナ
シ
ョ
リ
ナ
リ
ズ
ム
が
台
頭
し
キ
リ
ス
ト
教
の
教
勢
が
停
滞
し
た
時
期
と
さ
れ
る
。
そ
の
一
般
的
傾
向
と
は
対
照
的
に

山
室
は
、
戦
争
直
後
の
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
末
に
日
本
救
世
軍
に
加
入
し
、
戦
後
の
「
社
会
問
題
」
に
も
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
は
先
駆

的
に
取
り
組
ん
だ
。
九
六
年
に
は
救
世
軍
最
初
の
日
本
人
士
官
（
中
尉
）
と
な
り
、
翌
々
年
に
自
給
自
営
の
神
田
小
隊
を
作
る
な
ど
活
躍
し
て

い
た
彼
が
、
救
世
軍
の
機
関
紙
『
と
き
の
こ
ゑ
』
に
発
表
し
た
の
が
、「
伊
藤
博
文
氏
を
憐
れ
む
」（
一
八
九
九
年
二
月
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
山
室

― ―3



の
著
述
の
中
で
は
数
少
な
い
政
治
家
論
で
、
主
に
道
徳
的
な
観
点
か
ら
論
じ
た
も
の
と
は
い
え
、「
政
治
問
題
に
容
喙
せ
ず11

）
」と
い
う
救
世
軍

の
元
来
の
方
針
か
ら
み
て
異
例
と
も
い
え
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
山
室
は
時
の
実
質
的
な
最
高
権
力
者
、
伊
藤
の
行
状
を
具
体
的
に
列
挙
し
、
峻
烈
な
弾
劾
を
行
な
っ
た
。
そ
の
冒
頭
で
は
、「
今
の

日
本
四
千
三
百
余
万
の
同
胞
の
中
に
、
公
爵
伊
藤
博
文
ほ
ど
可
憐
あ
わ
れ

な
人
」
は
ま
た
と
な
い
、
と
断
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
評
価
は
信
仰
的
な

視
点
か
ら
の
も
の
で
、
次
の
よ
う
に
、
そ
れ
が
伊
藤
を
こ
の
上
な
い
成
功
者
だ
と
す
る
世
俗
的
・「
人
間
的
」
な
評
価
と
対
照
さ
せ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。氏

の
如
き
は
、
神
様
を
識
ら
ず
、
基
督
の
愛
を
弁
へ
ず
、
功﹅
成﹅
り﹅
名﹅
遂﹅
げ﹅
て﹅
世﹅
間﹅
に﹅
怖﹅
い﹅
者﹅
は﹅
な﹅
く﹅
剰﹅
へ﹅
お﹅
金﹅
は﹅
費﹅
ひ﹅
ほ﹅
う﹅
だ﹅
い﹅
で

あ
る
。
世
に
も
此
程
罪
を
犯
す
に
便
利
の
好
い
境
涯
が
ご
ざ
り
ま
せ
う
か
。
是
に
於
て
か
東
西
南
北
、
氏
の
到
る
所
に
必
ら
ず
売
淫
婦

を
弄
び
容
色
の
好
い
婦
人
を
傷
け
、
其
処
に
私
生
児
を
産
ま
せ
、
此
処
に
浮
名
を
流
し
、
文
字
を
知
っ
て
義
理
人
情
を
弁
へ
ぬ
幇
間
詩

人
に
、
傍
か
ら
諂
ひ
文
句
な
ど
並
べ
さ
せ
て
、
之
が
人﹅
間﹅
栄﹅
耀﹅
の﹅
絶﹅
頂﹅
だ
と
心
得
て
居
ま
す
。
人
は
伊
藤
博
文
氏
を
幸﹅
運﹅
之﹅
寵﹅
児﹅
だ
と

か
、
又
は
果﹅
報﹅
者﹅
だ
と
称
へ
ま
す
け
れ
ど
、
余
は
同
氏
ほ
ど
厄﹅
介﹅
な﹅
境﹅
涯﹅
に
陥
り
、
其
境
涯
に
呪﹅
は﹅
れ﹅
て﹅
、
神﹅
様﹅
の﹅
前﹅
に﹅
大﹅
な﹅
る﹅
罪﹅
を﹅

犯﹅
し﹅
て﹅
居﹅
る﹅
可﹅
憐﹅
な﹅
人﹅
間﹅
は
な
い
と
思
ふ
者
で
す
。
…
…
伊
藤
博
文
氏
の
身
は
此
儘
で
行
け
ば
、
固
よ
り
神﹅
様﹅
の﹅
義﹅
い﹅
審﹅
判﹅
を﹅
受﹅
け
、

限﹅
な﹅
き﹅
滅﹅
亡﹅
に﹅
墜﹅
ね﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
も
の
で
あ
り
ま
す
。
嗚
呼
現﹅
世﹅
に﹅
於﹅
て﹅
は﹅
侯
爵
の
殿
と
崇
め
ら
れ
、
数
多
の
貴
い
官
に
登
り
、
知
恵
も

あ
り
金
も
あ
り
栄﹅
耀﹅
栄﹅
華﹅
の﹅
極﹅
み﹅
を
尽
し
た
伊
藤
博
文
氏
が
其
行
末
に
地
獄
に
墜
ち
て
、
熄
え
ざ
る
火
の
苦
し
み
に
偶
は
ね
ば
な
ら
ぬ

も
の
と
す
れ
ば
、
氏
の
一
生
涯
も
又
太
甚
憐
な
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
か12

）
」

山
室
は
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
、
伊
藤
を
「
悪
魔
の
軍
勢
の
音
頭
取
で
あ
る
。
地
獄
の
兵
隊
の
召
集
方
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
信
仰
の
基
準
か
ら
み
れ
ば
罪
悪
に
汚
れ
、
転
倒
し
た
世
俗
の
価
値
観
と
の
対
決
姿
勢
を
、
次
の
よ
う
に
明
示
し
て
い
た
。

昔
し
ジ
ョ
ル
ヂ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
と
云
ふ
人
は
如﹅
何﹅
な﹅
る﹅
高﹅
位﹅
高﹅
官﹅
の﹅
人﹅
に﹅
遇﹅
ふ﹅
て﹅
も﹅
決﹅
し﹅
て﹅
其﹅
帽﹅
子﹅
を﹅
脱﹅
が﹅
ず﹅
、
挨
拶
を
す
る
時
は

唯
『
爾
』
と
云
ふ
。
其
語
に
申
す
様
、『
人﹅
は﹅
皆﹅
同﹅
等﹅
な﹅
も﹅
の﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
。
少﹅
﹅々

金﹅
が﹅
あ﹅
り﹅
又﹅
は﹅
智﹅
慧﹅
力﹅
量﹅
が﹅
あ﹅
っ﹅
た﹅
と﹅
て﹅
、
特﹅
別﹅
に﹅
尊﹅
敬﹅

す﹅
る﹅
ほ﹅
ど﹅
の﹅
価﹅
値﹅
あ﹅
る﹅
も﹅
の﹅
で﹅
は﹅
な﹅
い﹅
。
過
分
の
尊
敬
は
畢
竟
人
を
傲
慢
に
し
て
益
々
罪
を
犯
さ
す
許
で
あ
る
』
と
。
思
ふ
に
軽﹅
薄﹅
に﹅

し﹅
て﹅
淫﹅
乱﹅
な﹅
る﹅
伊﹅
藤﹅
博﹅
文﹅
氏﹅
の﹅
如﹅
き﹅
者﹅
を﹅
し﹅
て﹅
、
時﹅
を﹅
得﹅
が﹅
ほ﹅
に﹅
は﹅
ね﹅
廻﹅
ら﹅
す﹅
る﹅
今﹅
の﹅
日﹅
本﹅
の﹅
社﹅
会﹅
は﹅
、
固
よ
り
金﹅
や﹅
位﹅
や﹅
智﹅
慧﹅
才﹅
覚﹅
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に﹅
目﹅
が﹅
暗﹅
ん﹅
で﹅
、
真﹅
個﹅
、
人﹅
間﹅
の﹅
価﹅
値﹅
を﹅
判﹅
断﹅
し﹅
得﹅
ぬ﹅
社﹅
会﹅
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
余
は
一
日
も
早
く
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
様
な
、
聖
く
勇

ま
し
い
信
仰
を
我
同
胞
に
紹
介
し
、
此
か
る
汚
れ
た
罪
人
を
し
て
人
目
を
恥
ぢ
て
何
処
か
の
隅
に
、
息
を
潜
め
さ
す
様
な
時
代
を
臨
ら

せ
た
い
と
只
管
に
願
ふ
者
で
あ
り
ま
す13

）
」

以
上
の
叙
述
に
示
さ
れ
た
、「
悪
魔
」や
俗
社
会
の
転
倒
し
た
価
値
観
と
の
対
決
、
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
実
は
、
山
室
の
出
世
作
に
し
て

主
著
で
あ
る
『
平
民
之
福
音
』
の
そ
れ
で
も
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
同
書
の
主
な
テ
ー
マ
の
一
つ
は
、「
真
の
神
様
で
な
い
偶
像
邪
神
」
と
の
断
固
た
る
対
決
だ
っ
た
。
同
書
は
「
人
間
一
生
の
、
一

番
の
大
事
で
あ
る
神
信
心
」
か
ら
説
き
起
こ
し
て
、
創
造
者
な
る
唯
一
の
「
天
の
父
様
」
を
信
仰
す
べ
き
だ
と
要
求
し
た
。
そ
し
て
、「
呪
術

の
園
」（
Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
）
と
し
て
の
日
本
社
会
に
満
ち
溢
れ
る
迷
信
や
諸
々
の
御
利
益
主
義
的
な
既
成
宗
教
や
習
俗
を
｜
｜
旧
約
聖
書
の
『
出

エ
ジ
プ
ト
記
』『
イ
ザ
ヤ
書
』
な
ど
の
偶
像
否
定
の
章
句
を
引
き
つ
つ
｜
｜「
頼
み
甲
斐
」
の
な
い
偶
像
と
し
て
排
斥
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

一
環
と
し
て
彼
は
、
ス
サ
ノ
オ
の
「
千
座
置

ち
く
ら
お
き

」
や
動
物
犠
牲
（
生
贄
）
な
ど
、
罪
滅
ぼ
し
の
旧
来
の
儀
式
と
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
よ
る
救
い

を
対
比
し
、
前
者
の
無
効
性
を
宣
言
し
た
。
ま
た
、「
殊
に
偶
像
を
拝
む
と
云
う
こ
と
と
不
道
徳
と
は
屹
度
き
つ
と

連
添
う
て
居
る
」と
し
て
、
成
田

不
動
と
「
吉
原
の
女
郎
屋
」
の
つ
な
が
り
や
「
伊
勢
参
宮
の
御
土
産
は
梅
毒
と
相
場
が
定
っ
て
居
る
」
例
を
挙
げ
、「
淫
祠
」「
偶
像
」
の
絶

滅
を
求
め
て
い
た
。
そ
の
戦
闘
的
な
姿
勢
を
象
徴
す
る
の
が
、
救
世
軍
で
行
わ
れ
て
い
た
「
悪
魔
の
葬
式
」
で
、
そ
れ
は
「
悪
魔
の
国
」
か

ら
取
り
上
げ
た
「
分
捕
品
」
と
し
て
、
飲
酒
・
喫
煙
な
い
し
享
楽
的
な
遊
興
の
道
具
類
や
（「
偶
像
邪
神
」
の
一
つ
た
る
）
「
お
護
符

まもりふだ
」
な
ど
を
、

「
一
纏
め
に
し
て
吊とむらう
」
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
儀
式
は
、「
悪
魔
と
世
俗
と
肉
欲
に
打
ち
勝
」
つ
「
勝
利
の
宗
教
」
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の

特
質
を
体
現
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い14

）
。

そ
の
キ
リ
ス
ト
教
観
は
終
末
論
的
視
点
に
基
づ
く
「
世
俗
内
的
禁
欲
」
を
思
わ
せ
る
「
基
督
の
兵
士
」＝

救
世
軍
人
像
と
対
応
し
て
い
た
。

彼
ら
は
「
此
世
に
住
っ
て
居
れ
ど
も
此
世
に
属
す
る
も
の
で
な
」
く
、
水
車
の
下
半
分
が
水
流
に
漬
か
り
流
さ
れ
る
よ
う
に
み
え
な
が
ら
上

半
分
は
逆
方
向
に
回
転
し
て
い
る
よ
う
に
、
世
俗
の
人
々
に
混
じ
っ
て
日
々
の
仕
事
に
励
み
つ
つ
「
此
の
世
の
罪つみ
悪とが
を
打
滅
ぼ
す
こ
と
を
心

が
く
る
」
と
い
う
の
で
あ
る15

）
。

当
時
の
政
界
や
宗
教
界
の
大
立
者
も
、
著
者
の
鋭
鋒
を
免
れ
な
か
っ
た
。
ま
ず
、「
日
本
第
一
の
政
治
家
と
立
て
ら
る
る
何
某
」
は
「
掃
除
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屋
と
綽
名
さ
る
る
道
楽
者16

）
」
だ
と
さ
れ
た
。
そ
れ
が
伊
藤
博
文
の
こ
と
だ
と
同
時
代
人
の
多
く
は
｜
｜
先
の
伊
藤
論
に
接
し
て
い
な
く
と
も

｜
｜
わ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
数
百
万
の
信
仰
者
か
ら
活
仏

いきぼとけ
様
と
崇
め
ら
る
る
〔
東
〕
本
願
寺
の
座
主
」
た
る
大
谷
光
栄
も
、「
政
府
か

ら
爵
位
を
貰
う
て
随
喜
の
涙
を
流
し
、
…
…
妾
許ばか
り
を
蓄
え
て
庶
子
を
生
ま
す
こ
と
し
か
知
ら
ぬ
俗
物
で
あ
る
」
な
ど
と
描
写
さ
れ
、
そ
の

庶
子
と
妾
た
ち
の
記
載
を
含
む
戸
籍
簿
ま
で
引
用
し
て
、
く
り
返
し
筆
誅
を
加
え
ら
れ
て
い
る17

）
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
年
の
山
室
は
、
ロ
ー
マ
書
一
三
章
に
は
直
接
言
及
せ
ず
と
も
、
世
俗
権
力
の
神
聖
化
と
は
対
照
的
に
、
為﹅
政﹅
者﹅
と
し

て
の
「
権
威
」
に
対
す
る
批
判
を
示
し
て
い
た
。
事
実
、『
平
民
之
福
音
』
で
は
、
英
国
の
「
良
か
ら
ぬ
役
人
」
に
よ
る
、「
熱
心
な
る
一
人

の
基
督
信
者
」
の
迫
害
の
故
事
も
引
か
れ
て
い
た18

）
。

た
だ
し
同
書
に
は
、
社
会
思
想
上
の
問
題
点
と
し
て
、
先
ず
社
会（
科
学
）
的
な
視
点
を
欠
く
道
徳
主
義
が
み
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、「
不
精

の
甚
だ
し
き
は
病
気
を
起
し
、
人
の
命
を
も
短
か
く
す
る
」な
ど
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
言
葉
を
引
い
て
、「
貧
乏
も
、
困
窮
も
、
失
敗
も
、
不

如
意
も
、
其
九
分
九
厘
迄
は
、
必
竟
人
間
の
不
勉
強
、
不
品
行
、
不
信
心
の
結
果
で
あ
る
…
…
。
加
之
病
気
と
雖
も
亦
大
抵
は
、
其
人
の
不

養
生
と
、
不
品
行
か
ら
起
た
も
の19

）
」
だ
と
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
信
仰
上
は
「
苦
難
の
神
義
論
」
の
欠
落
を
疑
わ
せ
る
も
の
だ

ろ
う
。

第
二
に
、
世
俗
的
な
価
値
観
・
権
力
や
「
偶
像
邪
神
」、
性
的
不
道
徳
と
の
山
室
の
厳
し
い
対
決
姿
勢
は
、
天
皇
制
に
は
向
け
ら
れ
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
、
日
清
戦
争
以
前
か
ら
家
族
国
家
観
や
（
古
代
の
「
祭
祀
国
家
」
的
信
仰
に
由
来
す
る
）
「
政
教
混
合
」
を
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
暗
に
皇

室
に
お
け
る
側
室
の
制
度
を
も
、
批
判
し
た
と
さ
れ
る20

）
木
下
尚
江
の
場
合
と
、
著
し
く
異
な
る
。
そ
の
理
由
は
『
鬨
聲
』（
一
八
九
七
年
一
〇
月

か
ら
『
と
き
の
こ
ゑ
』
と
改
称
）
創
刊
号
（
九
五
年
十
一
月
二
日
）
か
ら
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
号
は
「
天
長
節
」
に
発
行
さ
れ
、
そ
の
「
謹
で

天
長
節
を
祝
し
奉
る
」
と
の
一
文
で
は
、「
本
紙
初
號
発
兌
に
際
し
吾
人
は
謹
で
天
長
節
を
祝
し
奉
る
喜
ば
し
き
義
務
あ
る
こ
と
を
識
」
る
、

「
萬
国
に
在
る
救
世
軍
士
官
及
び
兵
卒
は
将
軍
の
命
に
由
り
、
其
国
の
皇
帝
陛
下
に
忠
実
な
ら
ん
こ
と
を
教
ゆ
。
こ
れ
即
ち
基
督
信
徒
の
義

務
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
し
か
も
同
号
所
載
の
「
書
記
長
の
雑
録
」
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
女
王
が
「
そ
の
版
図
内
に
於

る
救
世
軍
に
深
く
満
足
を
表
」
し
て
「
各
の
御
手
元
金
を
賜
は
」っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
創
設
者
ブ
ー
ス
が
指
示
し
た
、
各
国

の
王
や
皇
帝
へ
の
忠
誠
、
と
い
う
救
世
軍
（
万
国
本
営
）
の
方
針
を
日
本
救
世
軍
も
踏
襲
す
る
、
ま
た
王
族
ら
か
ら
救
世
軍
に
た
い
す
る
共
感
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と
、
さ
ら
に
支
援
を
も
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
と
の
趣
旨
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
天
皇
誕
生
日
は
と
も
か
く
、「
異
教
」
的
・
神
話
的
な
背
景
を
有
す
る
皇
室
の
儀
礼
や
習
俗
、
天
皇
の
活
動
な
ど
を
山
室
は
ど
う

評
価
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
を
念
頭
に
お
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
よ
う
。

二

壮
年
期
｜
｜
明
治
末
年
か
ら
昭
和
初
期
の
著
述

山
室
の
入
隊
以
降
、
救
世
軍
は
着
実
に
教
勢
を
拡
張
し
続
け
た21

）
。
そ
の
活
動
の
中
で
、
山
室
の
指
導
下
に
ほ
と
ん
ど
命
が
け
で
な
さ
れ
た

廃
娼
運
動
は
、
娼
妓
の
「
自
由
廃
業
」
の
合
法
化
（
一
九
〇
〇
年
十
月
）
と
い
う
画
期
的
な
成
果
を
も
た
ら
し
、
救
世
軍
に
た
い
す
る
社
会
的
な

認
知
と
評
価
を
一
挙
に
高
め
た
。
救
世
軍
は
日
露
戦
争
時
の
兵
士
や
遺
族
の
治
療
・
慰
問
な
ど
や
、
一
九
〇
五
〜
六
年
の
東
北
飢
饉
の
際
の

被
災
者
救
援
で
も
活
躍
し
た
。

さ
ら
に
一
九
〇
七
年
四
〜
五
月
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ー
ス
の
来
日
は
、
日
本
救
世
軍
の
歴
史
上
、
特
筆
大
書
す
べ
き
事
件
だ
っ
た
。
そ
れ

は
、
日
本
の
同
盟
国
に
し
て
「
友
邦
」
た
る
英
国
の
い
わ
ば
世
界
的
な
偉
人
に
接
す
る
千
載
一
遇
の
機
会
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
を

越
え
て
広
く
注
目
さ
れ
、
盛
大
な
歓
迎
会
・
講
演
会
等
が
催
さ
れ
た
。
そ
れ
と
重
な
る
よ
う
に
山
室
の
地
位
も
上
昇
し
た
。
既
に
ブ
ー
ス
の

伝
記
や
救
世
軍
史
を
著
し
て
い
た
山
室
は
、
日
本
各
地
を
訪
れ
た
彼
に
随
行
し
そ
の
演
説
を
巧
み
に
通
訳
し
て
、
貢
献
し
た
。
そ
し
て
、
離

日
前
の
ブ
ー
ス
の
指
示
で
中
佐
に
昇
進
す
る
と
と
も
に
、
日
本
救
世
軍
の
ナ
ン
バ
ー
・
ツ
ー
で
あ
る
書
記
長
官
の
地
位
に
就
い
た
の
で
あ
る
。

ブ
ー
ス
は
来
日
中
に
、
救
世
軍
の
代
表
的
な
支
援
者
と
な
る
大
隈
重
信
・
渋
沢
栄
一
ら
を
含
む
貴
顕
大
官
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
明
治
天
皇

と
も
会
見
し
た
。
そ
れ
を
報
じ
た
『
と
き
の
こ
ゑ
』
は
、
天
皇
の
肖
像
画
を
大
き
く
掲
げ
、
ブ
ー
ス
に
天
皇
が
「
同
情
の
御
辞
を
賜
は
」
り
、

燕
尾
服
着
用
の
原
則
に
も
か
か
わ
ら
ず
ブ
ー
ス
が
特
別
に
救
世
軍
の
制
服
の
ま
ま
謁
見
を
許
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
、「
神
よ
、
我
等
が
敬
慕
し

奉
る
陛
下
を
祝めぐ
ま
せ
給
へ
」
と
結
ん
で
い
る22

）
。
じ
っ
さ
い
、
天
皇
と
の
会
見
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
牧
師
は
ブ
ー
ス
が
初
め

て
で
あ
り
、
そ
の
実
現
は
国
家
に
よ
り
救
世
軍
が
公
認
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た23

）
。
両
者
の
会
見
を
、
後
に
も
山
室
は
く
り
返
し
感
激

を
込
め
て
回
想
す
る
こ
と
に
な
る
。
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救
世
軍
は
元
来
そ
の
様
々
な
社
会
活
動
に
お
い
て
も
社
会
構
造
の
根
本
的
な
変
革
を
志
向
し
て
い
な
か
っ
た24

）
し
、
日
露
戦
争
の
際
も
国
家

に
追
随
し
て
い
た25

）
。
そ
う
し
た
、
国
家
的
権
威
に
た
い
す
る
年
来
の
「
忠
誠
」
の
姿
勢
は
、
当
年
に
お
い
て
山
室
ら
の
期
待
通
り
の
結
果
を

も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。
事
実
、
間
も
な
く
救
世
軍
は
、
皇
室
及
び
政
府
各
省
、
県
や
地
方
都
市
、
財
閥
な
ど
か
ら
多
額
の
補
助
金
や
寄
付

を
受
け
る
に
至
る
。
山
室
は
「
聖
恩
に
感
泣
す26

）
」
な
ど
の
言
葉
で
そ
れ
に
応
え
た
。
さ
ら
に
、
救
世
軍
と
山
室
に
た
い
し
て
、
政
府
の
救
恤

関
係
事
業
の
委
託
や
調
査
会
委
員
へ
の
任
命
、
社
会
福
祉
関
係
の
海
外
視
察
の
委
嘱
も
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る27

）
。

ブ
ー
ス
来
日
の
三
年
余
り
後
、
そ
し
て
先
の
伊
藤
論
の
約
十
二
年
後
、
一
九
一
〇
年
十
二
月
に
、
山
室
は
改
め
て
伊
藤
に
言
及
し
た
。
そ

れ
は
、
そ
の
前
年
に
ハ
ル
ビ
ン
で
横
死
し
た
彼
の
伝
記
の
読
後
感
を
記
し
た
短
文
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
伝
記
を
山
室
は
旧
友
で
伊
藤
の

首
席
秘
書
官
を
長
く
務
め
た
著
者
、
古
谷
久
綱
か
ら
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
公
は
何
か
大
切
な
事
の
あ
る
毎
に
伊﹅
勢﹅
大﹅
廟﹅
に﹅
参﹅

拝﹅
し
て
、
祈
念
を
こ
め
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
人﹅
が﹅
神﹅
を﹅
求﹅
む﹅
る﹅
誠﹅
の
現
は
れ
て
居
る
こ
と
を
観
得
る
の
で
あ
る28

）
」
と
述

べ
ら
れ
た
。
そ
の
好
意
的
な
伊
藤
像
は
、
そ
こ
で
言
及
さ
れ
た
通
り
、
救
世
軍
が
朝
鮮
の
地
で
開
設
さ
れ
た
際
に
（
そ
の
事
実
を
（
山
室
経
由
で
）

古
谷
を
通
し
て
知
っ
た
）
伊
藤
が
便
宜
を
は
か
っ
た
事
実
と
も
関
係
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

そ
の
二
年
後
の
「
先
帝
陛
下
を
哀
悼
す29

）
」
で
、
山
室
は
同
様
の
「
信
仰
」
評
価
を
雄
弁
に
論
じ
た
。
明
治
天
皇
の
重
態
が
報
じ
ら
れ
る
と
、

多
数
の
庶
民
が
二
重
橋
外
で
砂
利
の
上
に
座
り
、
祝
詞
・
念
仏
・
題
目
を
唱
え
た
り
、
素
裸
の
体
に
ろ
う
そ
く
を
立
て
た
り
針
を
突
き
た
て

た
り
す
る
な
ど
様
々
な
方
法
で
「
平
癒
祈
願
」
を
行
な
っ
て
異
様
な
光
景
を
現
出
し
た30

）
。
山
室
は
そ
れ
に
つ
い
て
、「
平
生
一
向
に
信
仰
な
ど

し
た
こ
と
の
な
い
人
々
」も
含
め
て
、「
国
民
は
祈
る
甲
斐
の
あ
る
も
な
し
も
、
亦
は
何
ん
な
神
に
何
う
い
う
風
に
祈
る
べ
き
か
を
さ
へ
考
へ

る
遑
な
し
に
唯
祈
っ
た
」
と
描
写
し
、
そ
の
各
種
各
様
の
「
祈
祷
」
の
情
景
の
う
ち
に
「
人
間
の
至﹅
誠﹅
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
主
張
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
直
前
の
『
と
き
の
こ
ゑ
』
で
、
日
本
の
同
胞
が
｜
｜
従
来
か
ら
の
「
戦
ふ
忠
義
」「
死
ぬ
る
忠
義
」
に
加
え
て
｜
｜
天
皇

の
大
患
を
機
会
に
、（「
至
誠
」
に
基
づ
く
）
「
祈
る
忠
義
」
と
い
う
「
大
な
る
新
発
見
」
を
も
た
ら
し
た
、
と
論
じ
ら
れ
た31

）
の
も
、
山
室
の
評
価

と
同
一
線
上
に
位
置
し
て
い
た
。

同
様
の「
信
仰
」評
価
は
、
昭
和
期
の
東
郷
平
八
郎
論32

）
な
ど
に
も
み
え
る
。
だ
が
そ
れ
は
、『
平
民
之
福
音
』の
視
角
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ

て
い
た
。
同
書
で
も
「
神
信
心
は
人
間
の
至まご
情ころ
」
と
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、「
天
地
万
物
の
創
造
主
な
る
、
真
の
神
様
」
以
外
の
神
仏
や
「
邪
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宗
」
は
厳
し
く
排
斥
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
先
の
明
治
天
皇
追
悼
論
か
ら
間
も
な
い
大
正
初
年
に
、
お
そ
ら
く
山
室
に
よ
る
最
初
の
ロ
ー
マ
書
一
三
章
へ
の
論
及
が
表
さ
れ
た
。

そ
れ
を
含
め
て
、
管
見
の
範
囲
で
は
彼
の
ロ
ー
マ
書
一
三
章
論
は
次
の
五
つ
で
あ
る
。
⒜
『
通
俗
基
督
伝
』
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
月
。

⒝
『
ロ
マ
書
余
師
』
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
二
月
。
⒞
「
先
帝
陛
下
を
哀
悼
す
」
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
一
月
。
⒟
「
勅
語
を
拝
誦
し

て
」
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
一
月
一
五
日
。
⒠
『
時
局
と
救
世
軍
』
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
一
〇
月
（
ロ
ー
マ
書
一
三
章
を
論
じ
た
箇
所
の
初
出

は
、
一
九
三
八
年
一
〇
月33
）

）
。
⒠
の
検
討
は
次
節
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
⒜
〜
⒟
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
に
お
け
る
ロ
ー
マ
書
一
三
章
論
の
内
容
を
一
瞥

し
、
そ
の
後
に
山
室
の
解
釈
の
特
徴
や
問
題
点
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
⒜
の
「
第
二
十
八
章

国﹅
家﹅
と﹅
宗﹅
教﹅

参
考
（
馬
太
伝
二
十
二
章
十
五
節
至
二
十
二
節
）」
は
、
例
の
「
カ
イ
ザ
ル
の
も
の
は
カ
イ

ザ
ル
に
…
…
」
と
い
う
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
に
つ
い
て
、「
国
家
に
対
し
て
は
、
忠
実
に
其
の
国
民
た
る
の
義
務
を
尽
す
べ
く
、
神
様

に
対
し
て
は
亦
真
面
目
に
其
の
神
様
の
子
孫
た
る
本
分
を
尽
す
べ
き
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
」と
解
説
し
た
。
続
け
て
、「
基
督
信
者
が
国
家
に

対
し
て
、
又
は
皇
室
に
対
す
る
義
務
」を
教
え
た
、
聖
書
の
他
の
箇
所
と
し
て
、
ロ﹅
ー﹅
マ﹅
書﹅
一﹅
三﹅
章﹅
と
ペ
テ
ロ
前
書
二
章
一
七
節
を
引
い
て
、

そ
れ
ら
は
共
に
、「
上
に
立
つ
君
主
を
敬
ひ
、
国
家
に
対
す
る
務
を
忠
実
に
尽
す
べ
き
こ
と
」を
説
明
し
た
も
の
と
し
た
。
そ
し
て
、
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
の
帰
結
が
「
忠
君
愛
国
」
だ
と
の
趣
旨
を
、
新
島
襄
の
例
も
挙
げ
て
主
張
し
、
最
後
に
、「
国
家
の
隆
盛
」
は
聖
書
に
基
づ
く
と
述

べ
た
と
い
う
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
言
も
引
き
つ
つ
、「
真
正
の
宗
教
」
は
「
品
性
の
向
上
」
を
通
じ
て
国
家
に
貢
献
す
る
と
説
い
て
い
る
。

次
に
⒝
は
⒜
の
約
十
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
、
山
室
と
救
世
軍
は
、
藍
綬
褒
章
の
授
与（
一
九
一
五
年
）
、
｜
｜
米
騒
動
勃
発
の
際

の
活
躍
（
米
廉
売
所
の
設
置
）
を
経
て
｜
｜
天
皇
、
皇
后
か
ら
救
世
軍
へ
の
十
カ
年
の
下
賜
金
授
与
（
一
九
一
八
年
〜
）
な
ど
が
示
す
よ
う
に
、

皇
室
と
の
関
係
を
一
層
密
接
化
し
て
い
た
。

⒝
の
「
律
法
の
完
成
」
と
題
し
た
章
で
、
ロ
ー
マ
書
一
三
章
の
釈
義
が
な
さ
れ
た34

）
。
ま
ず
同
章
一
・
二
節
は
、「
私
共
が
社
会
の
秩
序
を
重

ん
じ
、
国
家
を
愛
し
、
其
の
主
権
者
を
尊
ぶ
べ
き
こ
と
」
の
教
え
と
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
を
「
斯
る
社
会
の
組
織
、
制
度
、
又
権
威
は
、
畢

竟
神
の
摂
理
の
下
に
出
で
来
っ
た
も
の
だ
か
ら
（
仮
令
今
後
如
何
な
る
変
遷
を
経
る
に
も
せ
よ
）」
と
な
し
、
そ
の
直
後
に
「
現
に
基
督
教
の

感
化
の
及
ぶ
所
、
反
社
会
的
の
人
物
を
造
り
か
へ
て
、
善
良
な
る
市
民
と
な
し
居
れ
る
如
き
例
は
少
か
ら
ず
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。
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上
記
の
「
権
威
」
の
職
務
に
関
し
て
、「
こ
れ
人
民
を
益
せ
ん
為
の
『
神
の
役
者
』〔＝

同
章
四
節
〕
で
あ
る
か
ら
、
何
れ
も
そ
の
天
職
を
自
覚

し
て
、
神
を
敬
ひ
つ
つ
、
只
管
人
民
の
福
祉
の
為
に
尽
瘁
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
説
く
。
そ
の
例
と
し
て
、
中
国
古
代
の
伝
説
的
な
帝
王
（
神

農
、
堯
、
舜
、
禹
）
の
憔
悴
な
ど
の
労
苦
を
挙
げ
て
い
る
。
続
け
て
「
真
に
人
民
を
子
愛
し
給
ふ
た
御
心
」
を
示
す
と
い
う
明
治
天
皇
の
御

製
歌
を
四
首
挙
げ
て
、「
国
家
の
政
治
に
関
与
す
る
者
は
、
凡
て
皆
、
此
う
し
た
精
神
が
あ
り
た
い
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。

納
税
の
義
務
（
六
・
七
節
）
に
関
し
て
は
、「
カ
イ
ザ
ル
の
も
の
は
カ
イ
ザ
ル
に
…
…
」
と
い
う
イ
エ
ス
の
言
葉
と
同
旨
だ
と
し
て
、「
ロ
マ

人
は
、
基
督
者
が
偶
像
の
宮
に
納
む
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
為
に
失
ひ
し
よ
り
も
、
遥
に
多
い
金
額
を
、
彼
等
が
快
く
納
む
る
こ
と
租
税
に
よ

り
て
修
得
し
た
」
と
の
テ
ル
ト
リ
ア
ヌ
ス
の
言
を
引
用
し
、
そ
う
し
た
「
初
代
に
於
け
る
基
督
者
の
、
納
税
に
対
す
る
態
度
」
に
な
ら
う
べ

き
だ
と
し
て
い
る
。

大
正
末
年
の
関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
年
九
月
一
日
）
の
被
害
者
支
援
に
お
い
て
も
救
世
軍
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。
政
府
・
皇
室
と
の

関
係
も
深
ま
る
一
方
で
、
た
と
え
ば
大
正
最
末
年
（
一
九
二
六
年
）
の
秋
に
は
創
設
者
の
子
で
第
二
代
大
将
、
ブ
ラ
ム
ウ
ェ
ル
・
ブ
ー
ス
が
来
日

し
天
皇
と
の
謁
見
も
行
な
わ
れ
た35

）
。
彼
の
来
日
中
に
、
山
室
は
つ
い
に
日
本
救
世
軍
の
（
日
本
人
と
し
て
は
初
の
）
司
令
官
（
か
つ
、
中
将
）
に
就

任
し
た
。
そ
の
数
箇
月
後
に
表
さ
れ
た
⒞
⒟
は
、
昭
和
の
最
初
期
に
、
つ
ま
り
天
皇
の
代
替
わ
り
に
際
し
て
、
表
さ
れ
た
短
文
で
あ
る
。
大

正
天
皇
を
追
悼
し
た
⒞
は
そ
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「（
一
）
聖
書
の
教
訓

私
共
は
日
本
の
臣
民
と
し
て
、
か
ね
て
か
ら
皇
室
を

尊
崇
し
奉
る
上
に
於
て
、
決
し
て
何
人
に
も
後
れ
を
と
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
其
の
上
に
私
共
は
聖
書
に
よ
り
て
、
ど
こ
迄
も
皇
室
を
敬
ひ

又
日
本
を
愛
し
て
、
其
の
為
に
誠
を
尽
す
べ
き
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
居
る
。
パ
ウ
ロ
は
言
う
た
『
凡
て
の
人
、
上
に
あ
る
権
威
に
し
た
が
ふ

べ
し
』（
ロ
マ
一
三
・
一
）。
ペ
テ
ロ
は
言
う
た
。『
神
を
畏
れ
、
王
を
尊
べ
』（
ペ
テ
前
二
・
一
七
）。
聖
書
は
私
共
の
忠
君
愛
国
を
奨
励
す
る

も
の
で
あ
る
」。

続
く
「（
二
）
皇
室
と
救
世
軍
」
で
は
、
明
治
・
大
正
両
天
皇
、
皇
族
か
ら
救
世
軍
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
、
前
述
の
Ｗ
・
ブ
ー
ス
ら
、
関

係
者
た
ち
と
の
謁
見
の
機
会
、
下
賜
金
・
助
成
、
授
爵
な
ど
の
例
を
列
挙
し
、
皇
室
の
そ
う
し
た
厚
い
「
ご
同
情
」
は
「
畢
竟
救
世
軍
を
通

じ
て
一
般
人
民
の
福
祉
を
増
進
せ
ん
こ
と
を
御
心
に
か
け
さ
せ
る
る
為
」
だ
と
推
測
し
、「
勿
体
な
き
思
召
と
感
佩
し
奉
る
他
は
な
い
」
と
結

ん
で
い
る
。
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最
後
に
、「（
三
）
善
人
を
造
り
て
」
と
題
し
て
、
先
の
「
思
召
」
に
応
え
る
に
は
「
愈
々
救
世
軍
を
励
む
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
基
督
に

救
は
れ
て
自
分
が
善
人
と
な
り
、
又
他
人
を
善
人
と
す
る
」
こ
と
以
外
に
な
く
、
そ
れ
以
上
に
「
私
共
の
忠
君
愛
国
と
い
ふ
は
あ
り
え
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
。
善
人
は
「
国
の
宝
」
で
あ
り
、「
基
督
の
救
は
悪
人
を
変
へ
て
善
人
と
し
、
不
正
直
な
人
を
正
直
に
し
、
不
幸
悲
惨
な
人
び

と
を
幸
福
有
用
の
者
と
な
ら
し
め
」
る
。
か
く
し
て
救
世
軍
の
事
業
は
「
君
と
国
と
に
尽
す
」
の
だ
、
と
い
う
。

⒟
は
、
前
年＝
一
九
二
六
年
一
二
月
に
即
位
し
た
昭
和
天
皇
の
、「
眼
を
国
家
の
大
局
に
著
け
、
挙
国
一
体
、
共
存
共
栄
を
之
れ
図
り
」云
々

と
い
う
勅
語
に
対
し
て
、「
新
興
の
気
象
、
堅
実
な
る
志
操
が
字
句
の
間
に
溢
れ
て
居
り
、
ま
こ
と
に
勿
体
な
く
心
強
い
」な
ど
と
評
す
る
と

と
も
に
、「
使
徒
パ
ウ
ロ
は
『
凡
て
の
人
上
に
あ
る
権
威
に
服
ふ
べ
し
』
と
い
ひ
、
使
徒
ペ
テ
ロ
は
又
『
神
を
畏
れ
、
王
を
尊
べ
』
と
教
へ
て

居
る
」
と
記
し
て
い
る
。
続
け
て
、
⒞
と
同
様
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
私
共
救
世
軍
人
」
は
自
ら
「
善
良
な
る
生
活
を
営
」

む
と
と
も
に
、「
殊
に
自
分
よ
り
も
不
幸
な
同
胞
の
為
に
、
心
身
両
方
面
か
ら
及
ぶ
限
り
の
奉
仕
」
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
真
の
忠
君
愛

国
を
行
」お
う
と
し
て
い
る
。「
し
た
が
つ
て
此
度
の
有
難
い
勅
語
を
服
膺
し
、
神
の
御
助
に
よ
り
て
、
専
ら
之
が
実
践
躬
行
を
務
む
べ
き
は
、

申
す
迄
も
な
い
」
と
。

以
上
の
⒜
〜
⒟
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
第
一
に
、
形
式
的
な
面
で
は
、
そ
の
叙
述
の
姿
勢
が
「
教
訓
」
の
一
方
的
な
提
示
に
終
始
し

て
い
る
こ
と
が
、
挙
げ
ら
れ
る
。「
教
訓
」
な
い
し
「
教
え
」
と
い
う
表
現
の
頻
出
は
印
象
的
で
あ
る
。
一
方
的
な
叙
述
で
異
論
へ
の
言
及
が

な
い
と
の
特
徴
は
、
追
悼
や
感
想
の
叙
述
、
そ
し
て
救
世
軍
の
内
部
に
向
け
た
指
示
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
⒞
以
下
の
著
述
で
は
、
あ
り
が

ち
な
こ
と
と
も
い
え
る
。

し
か
し
⒜
に
し
て
も
、「
世
の
学
者
物もの
識しり
の
一
顧
を
だ
も
望
む
も
の
で
な
く
、
専
ら
質
朴
熱
誠
な
る
茅
屋
の
人
民
に
、
救
主
耶
蘇
基
督
を
紹

介
す
る
為
に
著
は
さ
れ
た
」、「
便
宜
上
、『
基
督
伝
』と
は
名
づ
け
た
も
の
の
、
其
実
は
唯
基
督
伝
中
の
重
要
な
る
事
実
に
就
き
、
其
心
霊
的
、

実
行
的
の
教
訓
を
尋
ね
た
、
言
ば
一
種
の
感
話
説
教
集
の
如
き
も
の
に
過
ぎ
な
い
」
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
⒝
も
「
平
民
的
講﹅
解﹅
」
と
さ
れ

て
は
い
る
が
、
そ
の
性
格
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
そ
れ
を
示
す
の
が
、
⒝
と
同
じ
シ
リ
ー
ズ
で
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
『
マ
タ
イ
伝
余
師
』

の
「
は
し
が
き
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
我
が
改
心
者
、〔
救
世
軍
の
〕
兵
士
」
の
大
半
が
日
々
多
忙
な
業
務
に
追
わ
れ
、
読
書
の
習
慣
さ
え

欠
く
場
合
が
少
な
く
な
く
、
浩
瀚
な
註
解
書
の
研
究
な
ど
無
理
な
実
情
に
鑑
み
て
、
彼
ら
が
せ
め
て
毎
日
、
聖
書
の
一
部
と
そ
れ
に
対
応
し
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た
『
余
師
』
の
一
節
を
各
々
、
五
分
間
程
度
読
む
こ
と
に
よ
り
、「
何
か
極
め
て
実
行
的
、
心
霊
的
な
る
教
訓
を
も
五
、
六
箇
条
宛
は
学
べ
る

様
に
し
た
い
」
と
の
趣
旨
で
著
さ
れ
た
、
と
い
う36

）
。
以
上
の
動
機
の
下
に
、
⒜
⒝
と
も
、
著
者
と
異
な
る
見
解
な
ど
に
は
ふ
れ
ず
、
い
わ
ば

通
俗
的
に
わ
か
り
易
い
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
な
解
説
を
示
し
て
読
者
の
「
建
徳
」
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
山
室
は
、ロ
ー
マ
書
一
三
章
に
時
代
的
な
制
約
性
を
認
め
る
こ
と
は
お
ろ
か
、そ
れ
を
特
定
の
状
況
と
結
び
つ
け
る
こ
と
も
な
か
っ

た
。
救
世
軍
は
女
性
も
指
導
的
な
地
位
に
就
か
せ
、
そ
の
方
針
と
矛
盾
す
る
ご
と
き
聖
句
（＝

コ
リ
ン
ト
前
書
一
四
章
三
四
節
）
は
「
パ
ウ
ロ
が
機

に
応
じ
て
授
け
し
一
時
の
教
訓
お
し
え

」
だ
と
な
し
、
山
室
の
注
解
も
同
様
に
説
明
し
た37

）
。
だ
が
彼
は
、
そ
う
し
た
解
釈
を
ロ
ー
マ
書
一
三
章
に
は

適
用
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
章
を
聖
書
の
他
の
箇
所
、
例
え
ば
そ
れ
に
前
後
す
る
一
二
章
一
・
二
節（
神
礼
拝
と
し
て
の
日
常
生
活
）
、

同
一
二
節
以
下
（
愛
敵
）
、
一
三
章
一
一
〜
一
四
節
（
終
末
論
的
視
点
）
と
関
連
さ
せ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

次
に
山
室
の
解
釈
の
具
体
的
な
内
容
を
み
る
と
、
第
一
に
、
ロ
ー
マ
書
一
三
章
は
一
貫
し
て
「
忠
君
愛
国
」
の
教
え
と
さ
れ
て
い
る
。
⒝

の
「
国
家
を
愛
し
、
其
の
主
権
者
を
尊
ぶ
べ
き
こ
と
」
も
ほ
ぼ
同
旨
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
の
こ
と
と
関
連
し
て
第
二
に
、
一
〜
三
節
の
「
権
威
」
は
抽
象
的
に
捉
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
「
皇
室
」「
君
主
」「
国
家
」「
主
権
者
」
等

と
言
い
換
え
ら
れ
、
特
に
「
皇
室
」
の
比
重
が
高
い
。
そ
れ
ら
の
語
は
権
威
主
義
的
な
響
き
を
も
ち
、
特
に
「
摂
理
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る

こ
と
で
、
神
聖
な
い
し
尊
厳
な
性
格
を
帯
び
る38

）
。

言
い
か
え
れ
ば
、「
権
威
」
は
首
相
、
大
臣
、
官
僚
な
ど
の
具
体
的
な
当
局
者
と
し
て
で
は
な
く
、
漠
然
と
か
つ
実
体
的
に
捉
え
ら
れ
た
。

明
治
か
ら
昭
和
に
至
る
天
皇
を
念
頭
に
置
い
た
場
合
が
多
い
が
、「
主
権
者
」た
る
こ
と
に
重
点
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
と
も
か
く
そ
れ
は
、

「
権
威
」
に
つ
い
て
「（
此
世
の
）
世
俗
的
権
能
」「
有
司
」
な
ど
と
即
事
的

ザッハリッヒ
な
い
し
醒
め
た

ニュヒテルン
呼
び
方
を
し
、「
君
主
」・
天
皇
・
皇
室
に
は
言

及
し
な
か
っ
た
内
村
鑑
三
の
解
釈39

）
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
内
村
は
、
キ
リ
ス
ト
者
の
国
籍
は
天
に
在
る
ゆ
え
に
「
此﹅
世﹅
の
事
に
は
無﹅
頓﹅
着﹅
」、

「
強
い
て
此﹅
世﹅
の﹅
権﹅
能﹅
に
反
抗
す
る
ほ
ど
の
熱
心
が
起
ら
な
い
」
と
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
の
特
徴
は
、
漠
然
た
る
「
権
威
」
観
と
対
応
し
て
、「
国
家
」
と
政
府
・
国
民
・
社
会
の
区
別
は
不
明
確
で
、
国
家
の
機
能
的
・
機
構

的
な
把
握
も
存
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
国
家
有
機
体
論
な
ど
が
説
か
れ
た
訳
で
は
な
い
が
、「
摂
理
」
と
結
び
つ
い
た
曖
昧
な
「
国
家
」
の
用

法
は
実
体
的
な
国
家
観
と
の
親
近
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
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そ
し
て
、
そ
の
「
国
家
」
と
信
仰
は
予
定
調
和
的
な
関
係
に
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
⒜
で
は
、
ロ
ー
マ
書
一
三
章

の
解
説
に
続
け
て
「
加
之
、
こ
れ
を
基
督
教
の
精
神
か
ら
考
へ
て
見
る
に
、
元
来
宗
教
は
人
の
心
の
底
迄
み

給
ふ
神
様
の
前
に
、
誠
を
尽
す

こ
と
を
教
へ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
然そ
う
い
ふ
教
に
従
ふ
人
間
が
、
自
然
に
国
を
愛
し
、
亦
君
に
忠
義
を
尽
す
様
に
な
る
の
は
、
当
然
の
こ

と
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
真
摯
な
「
宗
教
」
か
ら
忠
君
愛
国
が
「
当
然
」
に
帰
結
す
る
と
の
、
こ
の
命
題
の
因
果
関
係
は

論
理
的
に
は
不
明
確
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
面
で
は
む
し
ろ
心
理
的
な
連
想
に
近
い
も
の
、
つ
ま
り
著
者
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
二
つ
の
も
の

の
結
び
つ
き
を
主
張
し
た
、
一
種
の
願
望
的
な
思
考
の
表
明
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か40

）
。

た
だ
し
他
面
で
は
、「
愛
国
」
と
「
宗
教
」
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
、
⒜
の
次
の
一
節
が
示
す
通
り
、
根
拠
ら
し
き
も
の
が
想
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。「
必
竟
す
る
に
、
国
家
は
其
の
人
民
か
ら
成
立
つ
も
の
に
て
、
人
民
は
又
其
の
品
性
の
如
何
に
由
て
優
り
劣
り
を

定
め
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
国
に
真
正
の
宗
教
が
行
は
れ
て
、
其
の
人
民
が
皆
善
良
、
真
実
、
勤
勉
、
慈
愛
、
敬
虔
の
人
と
な
る

に
愈まさ
り
て
国
家
の
隆
盛
を
助
く
る
も
の
は
他
に
な
い
」。
⒜
で
は
、
Ｗ
・
ブ
ー
ス
大
将
の
婦
人
、
キ
ャ
サ
リ
ン
が
「
救
世
軍
が
如
何
に
国
家
を

益
す
る
か
」
と
し
て
論
じ
た
内
容41

）
も
引
か
れ
て
お
り
、
先
の
一
節
に
お
け
る
把
握
が
救
世
軍
の
元
来
の
方
針
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る42
）

。
ま
た
『
平
民
之
福
音
』
に
お
け
る
前
述
の
貧
窮
論
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
品
行
方
正
な
信
仰
者
は
、
概
ね
成
功
し
「
国
家
」
へ
貢
献
す

る
、
と
信
じ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
と
同
様
に
、
キ
リ
ス
ト
教
、
と
り
わ
け
救
世
軍
の
活
動
の
感
化
が
、
特
に
反
社
会
的
な
人
間
を
「
造
り
か
え
」
て
「
良
民
」「
善
人
」

を
生
み
出
す
と
の
趣
旨
や
体
験
談
が
、
山
室
の
ロ
ー
マ
書
一
三
章
論
に
限
ら
ず
、
一
般
に
救
世
軍
の
出
版
物
に
は
、
満
ち
満
ち
て
い
る43

）
。「
私

共
は
救
世
軍
を
行
ふ
こ
と
に
よ
り
て
、
い
よ
い
よ
君
と
国
と
に
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
の
⒞
の
一
節
は
、
山
室
の
使
命
観
を
要
約
し
た
も

の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
の
信
仰
者
像
は
体
制
順
応
的

コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ス
ト

な
「
臣
民
」
に
近
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
⒝
で
「
倫ロン
孰ドン
か
ら
若
し
救
世
軍
を
取
除
い
た
な
ら

ば
、
新
に
五
千
人
の
警
官
を
増
し
て
も
、
今
日
ほ
ど
に
、
安
寧
秩
序
を
保
つ
こ
と
は
難
か
ろ
う
」
と
の
ス
ポ
ル
ジ
ョ
ン（
英
国
の
牧
師
、
伝
道
者
）

の
言
が
肯
定
的
に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
示
さ
れ
て
い
る
。

と
も
か
く
、
信
仰
と
国
家
的
権
威
へ
の
服
従
や
「
忠
君
愛
国
」
と
の
間
に
葛
藤
が
生
じ
う
る
と
の
考
え
は
見
出
し
難
い
。
つ
ま
り
、
権
力

に
よ
る
不
法
・
不
当
な
命
令
｜
｜
た
と
え
ば
偶
像
崇
拝
や
兵
役
の
強
制
な
ど
｜
｜
や
迫
害
に
対
し
て
不
服
従
な
い
し
抵
抗
が
正
当
視
さ
れ
る
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可
能
性
を
検
討
す
る
よ
う
な
発
言
は
、
一
切
な
い
。
ロ
ー
マ
書
一
三
章
の
「
良
心
」
に
よ
る
服
従
（
六
節
）、
畏
れ
と
敬
意
の
区
別
（
七
節
）、

そ
れ
よ
り
一
層
明
確
な
ペ
テ
ロ
前
書
の
「
神
を
畏
れ
、
王
を
尊
べ
」
の
ど
れ
に
つ
い
て
も
、
権
威
に
対
す
る
服
従
の
批
判
的
限
定
を
示
唆
す

る
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。「
良
心
」
に
至
っ
て
は
、
講
解
書
の
体
裁
を
と
る
⒝
で
も
言
及
す
ら
な
い
。
山
室
は
「
カ
イ
ザ
ル
の
も
の
は
カ
イ
ザ

ル
に
…
…
」
と
い
う
イ
エ
ス
の
言
葉
も
、
信
仰
の
領
域
へ
の
世
俗
権
力
の
介
入
を
遮
断
す
る
も
の
と
は
捉
え
な
か
っ
た
。
逆
に
、
ロ
ー
マ
書

一
三
章
と
先
の
イ
エ
ス
及
び
ペ
テ
ロ
（
前
書
）
の
言
葉
を
、
と
も
に
国
家
的
権
威
に
対
す
る
衷
心
か
ら
の
忠
誠
と
奉
仕
を
説
く
、
同
一
の
教
え

だ
と
、
説
明
し
た44

）
。
山
室
は
、
そ
の
点
で
も
、
彼
と
救
世
軍
の
理
解
者
で
あ
っ
た
内
村
や
、
同
志
社
に
お
け
る
師
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
と
は
著
し

く
異
な
っ
て
い
た45

）
。

も
っ
と
も
⒝
で
は
、「
権
威
」＝

「
神
の
役
者
」
に
対
し
て
「
天
職
を
自
覚
し
て
、
神
を
敬
ひ
つ
つ
只
管
人
民
の
福
祉
の
為
に
尽
瘁
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
」
と
要
求
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
任
務
に
反
し
た
当
局
者
な
ど
に
キ
リ
ス
ト
者
が
服
従
以
外
の
対
応
を
と
る
可
能
性
に
つ
い

て
は
、
何
ら
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
使
徒
行
伝
」
の
注
解
で
は
、「
ペ
テ
ロ
の
条
項
」
に
つ
い
て
、「
如
何
に
も
激
烈
壮
快
な
る
宣
言
」

だ
と
述
べ
、「
義
し
き
者
は
獅
子
の
如
く
勇
ま
し
」
と
の
（『
詩
篇
』
で
ソ
ロ
モ
ン
の
言
と
さ
れ
る
）
一
句
を
引
い
て
「
使
徒
達
は
其
の
金
剛
不
壊
の

信
念
に
駆
ら
れ
て
能
く
獅
子
の
如
く
勇
敢
な
る
英
雄
児
と
な
っ
た
も
の
」
で
「
真
に
欽
羨
に
堪
え
ぬ
事
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る46

）
。
し
か
し
、

そ
の
考
え
が
政
治
的
権
威
に
た
い
す
る
服
従
の
問
題
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
共
通
点
を
離
れ
て
⒜
⒝
⒞
の
論
旨
を
比
較
す
る
と
、
⒝
は
、
服
従
す
べ
き
「
権
威
」
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
概
念
を
、「
国
家
」

「
其
の
主
権
者
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
社
会
の
秩
序
」「
社
会
の
組
織
、
制
度
」
ま
で
も
持
ち
出
し
、
一
挙
に
膨
脹
さ
せ
て
示
し
た
と
い
う
点

で
特
異
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
こ
う
し
た
解
釈
は
例
を
み
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
「
神
の
摂
理
」
に
由
来
す
る
と
さ
れ
た
。「
権
威
」

の
そ
う
し
た
包
括
的
な
説
明
自
体
は
、
⒞
以
下
で
は
み
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
の
考
え
が
改
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
⒝
は
『
民
衆

の
聖
書

ロ
マ
書：

附
ガ
ラ
テ
ヤ
書
、
エ
ペ
ソ
書
』
と
改
題
し
て
昭
和
期
ま
で
刊
行
さ
れ
続
け
た
の
だ
か
ら
。

山
室
は
、「
摂
理
」
に
関
し
て
、
既
に
十
年
前
、
明
治
天
皇
の
没
後
間
も
な
く
著
し
た
論
説47

）
で
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

〔
明
治
天
皇
の
死
去
に
際
し
て
、〕
第
一
に
私
の
胸
中
に
浮
ん
で
来
た
の
は
「
摂
理
」
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
…
…
。
此
世
に
は
神
の
摂
理

と
い
ふ
も
の
が
あ
っ
て
人
間
万
事
を
支
配
し
て
居
る
。「
蓮
の
実
や
と
ん
で
も
同
じ
池
の
中
」と
い
ふ
句
も
あ
る
通
り
、
人
は
ど
ん
な
に
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飛
ん
で
も
弾
ね
て
も
、
つ
ま
り
神
の
御
支
配
の
外
に
出
る
こ
と
の
叶
ふ
も
の
で
な
い
。
而
し
て
其
善
良
な
る
御
摂
理
の
手
は
、
今
か
ら

四
十
五
六
年
前
、
我
日
本
の
国
が
古
来
未
だ
曾
て
遭
遇
し
た
こ
と
の
な
い
艱
難
に
出
会
ひ
、
殆
ん
ど
其
浮
き
沈
み
を
測
り
兼
ね
る
場
合

に
、
先
帝
陛
下
の
如
き
聡
明
敬
虔
な
る
御
方
を
起
し
て
其
位
に
登
ら
し
め
、
其
御
指
導
の
下
に
幾
多
の
難
関
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
、
終
に

今
日
の
日
本
国
を
見
る
に
至
ら
せ
給
ふ
た
の
で
あ
る
。
斯
か
る
場
合
に
斯
る
至
尊
を
戴
く
こ
と
が
出
来
た
の
は
決
し
て
偶
然
の
出
来
事

で
は
な
く
、
固
よ
り
亦
浅
薄
な
る
人
間
の
智
悪ママ
才
覚
で
予
め
取
計
ら
ひ
得
べ
き
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
私
共
は
先

帝
陛
下
の
御
聖
徳
を
欽
慕
す
れ
ば
す
る
程
、
此﹅
う﹅
い﹅
ふ﹅
有﹅
難﹅
い﹅
御﹅
方﹅
を﹅
日﹅
本﹅
に﹅
君﹅
臨﹅
せ﹅
し﹅
め﹅
給﹅
う﹅
た﹅
る﹅
大﹅
能﹅
の﹅
神﹅
様﹅
の﹅
御﹅
摂﹅
理﹅
を﹅
、
心﹅

か﹅
ら﹅
賛﹅
美﹅
せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
」

当
論
説
で
も
、
明
治
天
皇
の
御
製
歌
、「
罪
あ
ら
ば
わ
れ
を
罪
せ
よ
天
つ
神
、
民
は
わ
が
身
の
生
み
し
子
な
れ
ば
」が
引
か
れ
た48

）
。
そ
し
て

⒝
で
も
、
そ
の
歌
と
と
も
に
、
前
述
の
通
り
人
民
に
対
す
る
明
治
天
皇
の
「
子
愛
」
を
示
す
と
い
う
次
の
三
つ
（
計
、
四
つ
）
の
御
製
歌
を
山

室
は
引
用
し
て
い
る
。「
重
荷
ひ
く
車
の
音
ぞ
聞
ゆ
な
る
、
照
る
火
の
あ
つ
さ
た
へ
難
き
日
に
」、「
桐
火
桶
か
き
な
で
な
が
ら
思
ふ
か
な
、
す

き
ま
多
か
る
し
ず
が
伏
屋
を
」、「
千
よ
ろ
づ
の
民
と
と
も
に
も
た
の
し
む
に
、
ま
す
た
の
し
み
は
、
あ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ
」。

こ
う
し
て
み
れ
ば
、
⒝
で
皇
室
を
中
心
に
既
成
秩
序
が
聖
化
さ
れ
、
そ
れ
へ
の
恭
順
が
力
説
さ
れ
た
背
景
に
は
、
開
国
当
初
以
来
の
困
難

を
克
服
し
未
曾
有
の
「
発
展
」
を
も
た
ら
し
た
（
と
捉
え
ら
れ
た
）
カ
リ
ス
マ
的
存
在
と
し
て
の
天
皇
に
同
一
化
し
た
、
肉
に
属
け
る
「
エ
ロ
ス
」

的
愛
国
心
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
同
時
に
、
そ
こ
に
は
、（
政
財
界
の
要
人
た
ち
に
よ
る
救
世
軍
に
た
い
す
る
後
援
関
係
の
形
成
と
並
ん
で
、）
特

に
救
世
軍
と
皇
室
と
の
接
近
が
存
し
た
だ
ろ
う
。
先
に
論
及
し
、
ま
た
⒞
で
も
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
明
治
末
年
の
ブ
ー
ス
来
日
以
降
、
一

九
一
〇
年
代
に
か
け
て
両
者
の
関
係
は
急
速
に
密
接
化
し
た
。
救
世
軍
は
皇
室
を
「
そ
の
社
会
的
ス
テ
イ
タ
ス
と
財
政
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
」

と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る49

）
。
そ
の
恩
顧
へ
の
感
謝
と
重
ね
つ
つ
、
山
室
は
青
年
期
と
は
対
照
的
に
、「
摂
理
」論
な
ど
で
、（
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
所

謂
、「
預
言
者
」
の
対
極
を
成
す
）
「
祭
司
」
的
知
識
人50

）
の
姿
勢
、
つ
ま
り
体
制
を
そ
の
神
聖
な
由
来
や
神
の
祝
福
に
引
照
し
て
擁
護
・
祝
福
す
る
傾

向
を
強
め
て
い
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
ロ
ー
マ
書
一
三
章
論
に
お
け
る
内
村
と
の
相
違
（
前
述
）
も
、
一
つ
に
は
そ
う
し
た
山
室
の
姿
勢
に
係

わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
彼
は
救
世
軍
の
最
高
幹
部
と
な
っ
た
後
に
も
「
世
俗
」
的
価
値
観
へ
の
警
戒
を
説
か
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
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大
正
半
ば
に
は
、「
此
世
は
救
主
耶
蘇
に
荊
の
冠
を
か
ぶ
ら
せ
た
世
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
私
共
も
此
世
か
ら
名
誉
の
冠
な
ど
授
け
ら
れ
る
べ
き

も
の
で
な
い
」
と
痛
論
し
て
さ
え
い
る51

）
。
し
か
し
実
は
そ
れ
は
、
藍
綬
褒
章
受
章
の
約
二
年
半
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
彼
が
以
上
の
言
動
の
間

に
矛
盾
を
覚
え
な
か
っ
た
り
矛
盾
を
糊
塗
し
た
り
し
た
と
す
れ
ば
、
使
徒
た
ち
の
「
金
剛
不
壊
の
信
念
」、「
獅
子
の
如
」
き
勇
敢
さ
に
た
い

す
る
彼
の
称
賛（
前
述
）
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
同
じ
こ
と
は
、「
私
共
は
耶﹅
蘇﹅
の﹅
名﹅
の﹅
為﹅
に﹅
辱﹅
を﹅
甘﹅
ん﹅
じ﹅
ね﹅
ば﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
」、「
使
徒
達
と

同
じ
様
に
…
…
迫﹅
害﹅
、
困﹅
苦﹅
に﹅
出﹅
あ﹅
ふ﹅
こ﹅
と﹅
を﹅
栄﹅
誉﹅
と﹅
す﹅
る﹅
様﹅
で﹅
な﹅
く﹅
て﹅
は﹅
な﹅
ら﹅
ぬ﹅
」52

）

と
の
、
大
正
前
期
の
発
言
に
も
妥
当
す
る
。
そ
れ
ら

に
関
す
る
問
題
性
は
以
下
の
検
討
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

三

晩
年
期
｜
｜
昭
和
戦
前
・
戦
中
期
の
著
述

次
に
⒠
を
検
討
す
る
。
そ
の
「
二

尽
忠
報
告
、
聖
潔
、
救
」
と
題
し
た
節
（
一
九
三
八
年
十
月
初
出
）
で
、「
私
は
今
、
ロ
マ
書
の
第
十
三
章

に
基
づ
き
、
二
、
三
の
最
も
大
切
な
教
訓
を
学
び
た
い
」
と
し
て
、
標
題
の
通
り
、
同
章
の
一
節
、
八
節
以
下
、
一
三
節
に
対
応
し
て
「
尽

忠
報
国
」「
聖
潔
」「
救
」
が
論
じ
ら
れ
た
。

そ
の
節
の
冒
頭
で
は
ロ
ー
マ
書
一
三
章
一
節
を
引
い
て
、「
尽
忠
報
国
を
教
ゆ
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
た
後
に
、「
皇
室
の
神
に
よ
れ
る
権

威
」、
皇
室
に
対
す
る
「
神
の
摂
理
の
導
き
」
を
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
「
御
治
世
の
間
、
国
家
の
隆
昌
と
国
民
の
あ
ら
ゆ
る
方

面
に
於
け
る
伸
展
と
を
見
」、「
信
教
自
由
」
の
保
障
の
実
現
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
「
英
明
な
る
」
明
治
天
皇
の
事
蹟
と
、
明
治
・
大
正
両

天
皇
が
救
世
軍
に
寄
せ
た
「
思
召
」
を
「
感
激
に
堪
え
」
な
い
と
回
顧
し
、
明
治
以
来
の
天
皇
た
ち
か
ら
受
け
た
恩
顧
の
「
光
栄
」
と
、
そ

の
「
摂
理
」
と
の
関
連
を
、
国
体
論
的
な
観
念
を
援
用
し
つ
つ
従
来
よ
り
一
段
と
強
調
し
て
い
る
。
日
本
の
場
合
、「
二
千
六
百
年
の
光
栄
あ

る
歴
史
」
と
「
万
世
一
系
の
皇
室
を
戴
く
有
難
い
国
柄
」
ゆ
え
に
、
パ
ウ
ロ
が
認
め
た
「
ロ
マ
の
皇
室
」
の
そ
れ
に
比
べ
て
も
、
皇
室
の
「
神﹅

に﹅
よ﹅
れ﹅
る﹅
権﹅
威﹅
」
と
皇
室
に
対
す
る
「
神
の
摂
理
の
導
き
」
は
「
尚
更
」
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
⒜
以
来
の
「
忠
君
愛

国
」
の
要
求
も
加
重
さ
れ
た
。「
尽
忠
報
国
」
の
語
も
、
戦
時
下
の
用
語
法
へ
の
追
随
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
、「
摂
理
」
に
引
照
し

た
皇
室
観
と
の
結
び
つ
き
と
い
う
含
意
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
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以
上
の
特
徴
は
、
⒠
の
「
一

時
局
に
対
す
る
救
世
軍
の
指
導
方
針
」
な
る
節
で
提
唱
さ
れ
た
五
つ
の
「
指
導
精
神
」
の
内
、
次
に
引
く

最
初
の
二
つ
と
明
ら
か
に
重
な
っ
て
い
る
。

第
一
、
萬
世
一
系
の
皇
室
を
戴
き
、
そ
の
慈
仁
に
沐
浴
す
る
こ
と
は
、
神﹅
の﹅
有﹅
難﹅
き﹅
御﹅
旨﹅
に
よ
る
も
の
と
信
ず
る
私
共
は
、
斯
る
場

合
に
こ
そ
、
皇
恩
の
萬
一
に
報
ゆ
る
為
、
最
善
の
努
力
を
試
み
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
。

第
二
、
二
千
六
百
年
の
光﹅
輝﹅
あ﹅
る﹅
歴﹅
史﹅
を
有
す
る
日
本
の
国
家
が
、
更
に
そ
の
世
界
的
の
天
職
を
行
ふ
の
は
、
神﹅
の﹅
い﹅
み﹅
じ﹅
き﹅
御﹅
摂﹅

理﹅
に
よ
る
も
の
と
信
ず
る
私
共
は
、
そ
の
国
民
と
し
て
生
れ
た
特
権
を
憶
え
、
か
う
し
た
場
合
に
こ
そ
、
国
恩
に
報
ゆ
る
為
に
、
最
上

の
奉
仕
を
試
み
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
」

そ
し
て
、
と
り
わ
け
現
下
の
時
勢
で
は
「
私
共
基
督
者
」「
救
世
軍
人
」
が
ロ
ー
マ
書
一
三
章
の
「
尽
忠
報
国
」
の
実
践
を
他
の
同
胞
以
上

に
徹
底
す
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
今
次
の
「
支
那
事
変
」
に
際
し
て
、
銃
前
・
銃
後
を
問
わ
ず
、
平
生
は
信
仰
や
社
会
奉

仕
を
口
に
せ
ぬ
人
々
ま
で
も
が
、「
一
様
に
忠
君
愛
国
の
精
神
に
動
か
さ
れ
、
身
命
を
擲
っ
て
、
誠
を
尽
く
し
て
」い
る
。
ま
し
て
や
、
か
ね

て
か
ら
神
と
人
へ
の
奉
仕
と
犠
牲
献
身
を
説
く
自
分
た
ち
は
、
決
し
て
人
後
に
落
ち
て
は
な
ら
な
い
し
、
落
ち
る
は
ず
も
な
い
、
と
い
う
の

で
あ
る
。

そ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
時
局
」
と
は
何
か
。
先
の
「
一

時
局
に
対
す
る
救
世
軍
の
指
導
方
針
」
は
、
元
来
は
一
九
三
七
年
十
月
に
発

表
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
重
要
事
件
を
列
挙
す
る
と
、
七
月
初
旬
に
日
中
全
面
戦
争
の
発
端
と
な
る
軍
事
衝
突
、
蘆
溝
橋
事
件
が
勃
発
。
こ
れ

を
受
け
て
、
同
月
下
旬
に
日
本
基
督
教
連
盟
は
「
時﹅
局﹅
に
関
す
る
宣
言
」
で
国
策
協
力
を
表
明
。
ま
た
同
年
三
月
に
文
部
省
が
『
国
体
の
本

義
』
を
出
版
。
九
月
に
国
民
精
神
総
動
員
運
動
開
始
、
一
二
月
に
南
京
虐
殺
事
件
。
翌
三
八
年
四
月
に
は
国
家
総
動
員
法
の
成
立
に
至
る
。

以
上
の
情
勢
に
お
い
て
、
日
本
救
世
軍
が
戦
争
協
力
を
積
極
化
し
て
い
く
中
で
⒠
が
著
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
山
室
は
先
の
「
指
導

方
針
」
の
具
体
的
な
適
用
と
し
て
、
次
の
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。「〔
救
世
軍
、
日
本
〕
本
営
と
し
て
は
又
、
慰
問
使
を
軍
隊
に
派
遣
し
、
出
征
軍

人
の
遺
族
家
族
に
慰
安
文
書
を
贈
り
、
又
北
支
那
の
石
家
荘
に
「
救
世
軍
報
国
茶
屋
」
を
設
け
て
、
専
ら
出
征
軍
人
の
慰
安
に
つ
と
め
て
居

る
。
其
の
他
局
面
の
展
開
す
る
と
共
に
、
種
々
試
み
た
い
と
計
画
中
の
こ
と
が
あ
る
。
…
…
救
世
軍
人
に
と
っ
て
は
又
、
尽
忠
報
国
の
大
な

る
機
会
で
あ
る
か
ら
、
油
断
な
く
、
骨
身
を
惜
ま
ず
、
捨
身
に
な
つ
て
、
十
分
に
そ
の
為
に
尽
瘁
し
た
い
の
で
あ
る
」
と
。
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そ
し
て
、
右
の
記
述
の
初
出
以
降
、
⒠
（
全
編
）
の
刊
行
ま
で
の
約
一
年
間
に
、
お
そ
ら
く
先
に
所
謂
「
局
面
の
展
開
」
に
応
じ
て
、
進
め

た
企
て
と
し
て
、
次
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。「
目
下
は
北
支
済
南
に
於
て
軍
人
慰
問
の
為
の
報
国
茶
屋
を
営
み
、
又
宣﹅
撫﹅
工﹅
作﹅
の
一
端
と
し

て
、
診
療
所
及
び
日
語
講
習
所
を
経
営
し
つ
つ
あ
る
」。

し
か
し
、
⒠
の
刊
行
に
は
以
上
の
時
局
に
加
え
て
、
よ
り
直
接
的
な
要
因
と
し
て
、
い
わ
ば
救
世
軍
の
内
憂
外
患
と
い
う
事
情
が
関
わ
っ

て
い
た
。
つ
ま
り
、
一
九
三
〇
年
の
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
以
降
、
互
い
の
海
軍
力
の
規
模
を
め
ぐ
り
悪
化
し
て
い
た
英
米
と
日
本
と
の

関
係
は
、
三
六
年
一
月
に
同
会
議
か
ら
の
日
本
全
権
の
脱
退
の
通
告
に
加
え
て
、
日
本
に
よ
る
華
北
分
離
工
作
の
本
格
化（
た
と
え
ば
日
本
政
府

の
「
北
支
処
理
要
綱
」）
に
よ
り
、
対
立
が
深
刻
化
し
て
い
た
。
か
く
し
て
日
本
で
反
英
の
風
潮
が
強
ま
る
中
で
、
救
世
軍
に
対
し
て
も
英
国
（
万

国
本
営
）
に
組
織
的
・
財
政
的
に
従
属
し
て
い
る
と
の
非
難
（
中
傷
）
が
行
な
わ
れ
た53

）
。
ま
た
、
そ
の
財
政
的
な
不
正
の
疑
惑
も
追
及
さ
れ
た
。

さ
ら
に
救
世
軍
内
部
で
も
万
国
本
営
と
の
関
係
断
絶
な
ど
の
要
求
を
掲
げ
た
「
革
新
派
」
士
官
達
が
出
現
し
、
幹
部
と
の
衝
突
を
経
て
辞
職

脱
退
す
る
者
も
生
じ
た
。
一
九
三
五
年
に
い
っ
た
ん
司
令
官
を
退
き
顧
問
と
な
っ
て
い
た
山
室
は
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
三
六
年
春
に
司
令

官
に
復
帰
し
た54

）
。
そ
し
て
、
翌
三
七
年
六
月
｜
｜
先
の
「
時
局
に
対
す
る
救
世
軍
の
指
導
方
針
」
発
表
の
四
カ
月
前
｜
｜
に
は
、『
救
世
軍
の

立
場
を
弁
明
す
』
と
題
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
表
し
て
、
以
上
の
非
難
や
疑
惑
追
及
に
反
論
し
た
の
で
あ
る
。

山
室
は
翌
年
以
降
の
著
述
で
も
、
⒠
の
論
旨
と
重
な
る
主
張
を
行
な
っ
た
。
ま
ず
、
三
八
年
五
月
の
「
天
長
節
奉
祝
祈
会
」
で
「
日
本
国

民
は
特﹅
選﹅
の﹅
民﹅
で
あ
る
。
二
千
六
百
年
の
歴
史
が
之
を
証
拠
立
て
て
い
る
」
と
論
じ
た55

）
。
そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
「
幸
福
の
神
義
論
」
に
等
し

か
っ
た
。
日
中
戦
争
も
、
⒠
の
日
本
の
「
世
界
的
の
天
職
」
論
と
同
じ
く
、「
摂
理
」
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
三
九
年
、
年
頭

の
「
獅しし
の﹅
如﹅
く﹅
勇﹅
し﹅
」56

）
は
、
長
期
化
し
つ
つ
あ
る
日
中
戦
争
に
つ
い
て
そ
の
「
勇
し
き
精
神
」
の
必
要
を
強
調
し
、
そ
の
涵
養
と
発
揮
の
た

め
に
自
身
の
所
為
が
正
義
に
基
く
こ
と
の
確
信
を
求
め
た
。
か
つ
て
、
大
正
期
に
使
徒
た
ち
の
英
雄
的
な
勇
敢
さ
を
讃
え
る
際
に
引
い
た
聖

句
を
、
今
度
は
「
国
策
」
追
随
の
文
脈
で
援
用
し
た
の
で
あ
る
。
国
民
政
府
側
の
誤
解
と
反
日
の
方
針
の
ゆ
え
に
開
戦
に
至
っ
た
が
、「
私
共

日
本
人
の
願
」
は
「
支
那
」
の
「
滅
亡
」
な
ら
ぬ
「
興
隆
」、「
東
洋
平
和
」
の
実
現
で
あ
り
、
か
つ
戦
争
は
「
摂
理
」
に
基
づ
く
。「
日
本
が

心
な
ら
ず
も
斯
る
戦
争
を
継
続
す
る
こ
と
の
上
に
は
、
必
ず
神
の
摂
理
の
動ママ
き
が
あ
り
、
後
に
な
っ
て
見
れ
ば
、
そ
れ
が
日
支
両
国
民
の
た

め
に
は
勿
論
、
進
ん
で
は
世
界
人
類
の
福
祉
に
大
な
る
貢
献
を
な
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
見
出
さ
る
る
に
い
た
る
で
あ
ろ
う
」。
そ
し
て
、
東
郷
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平
八
郎
の
「
天
は
正
義
に
与
し
、
神
は
至
誠
に
通
ず
」
と
い
う
言
を
引
き
、「
天
佑
」
へ
の
信
仰
に
基
づ
き
「
尽
忠
報
国
」
を
貫
く
こ
と
で
「
真

の
勇
者
」
と
な
り
う
る
、
と
述
べ
て
、
当
論
説
は
結
ば
れ
て
い
る
。

明
治
天
皇
へ
の
傾
倒57

）
も
最
晩
年
に
改
め
て
強
調
さ
れ
た
。
先
の
「
罪
あ
ら
ば
」
や
、「
目
に
見
え
ぬ
神
の
心
に
通
ふ
こ
そ
人
の
心
の
ま
こ
と

な
り
け
れ
」
と
い
う
歌
は
、
山
室
が
挙
げ
た
「
平
生
か
ら
愛
誦
し
奉
れ
る
」
数
首
の
御
製
歌
に
含
ま
れ
て
い
た58

）
。
彼
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
「
深

義
に
お
い
て
」
キ
リ
ス
ト
教
の
「
贖
罪
愛
」
と
「
共
通
す
る
所
あ
」
り
、
後
者
の
趣
旨
は
「
神
は
霊
な
れ
ば
拝
す
る
者
も
霊
と
眞
と
を
も
て

拝
す
べ
き
な
り
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
の
言
（
ヨ
ハ
ネ
伝
四
章
二
四
節
）
と
重
な
る
と
い
う
。
四
十
年
前
に
（『
平
民
之
福
音
』
で
）
「
偶
像
邪
神
」
と
対

置
さ
れ
た59

）
文
句
が
、
今
や
異
教
的
な
「
敬
神
」
を
称
揚
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
体
制
と
の
蜜
月
関
係
の
進
展
に
伴
っ
て
、
山
室
の
「
信
仰
」

評
価
は
、
キ
リ
ス
ト
の
「
十
字
架
」
と
の
関
連
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
至
誠
」「
敬
虔
」
と
い
う
「
人
間
的
」
感
情
を
強
調
し
て
き
た60

）
。
当
年
の

御
製
歌
論
は
、
そ
う
し
た
論
調
の
一
つ
の
帰
結
だ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

結
び
に
代
え
て

山
室
は
、
ロ
ー
マ
書
一
三
章
を
終
始
、「
忠
君
愛
国
」の
教
え
と
等
置
し
た
。
の
み
な
ら
ず
、
国
家
的
権
威
と
そ
れ
に
関
連
す
る
概
念
を「
社

会
の
組
織
」に
ま
で
膨
脹
さ
せ
て
、
同
章
を
既
成
の
国
家
と
社
会
秩
序
一
般
に
対
す
る
恭
順
の
教
説
へ
と
改
変
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を「
摂

理
」
に
根
拠
づ
け
、
建
国
神
話
と
結
び
つ
け
て
栄
光
化
し
た61

）
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
は
「
神
の
も
の
」
と
「
カ
イ
ザ
ル
の
も
の
」
を
癒
着
さ
せ

て
い
っ
た
。

実
際
の
行
動
で
も
、
救
世
軍
は
皇
室
を
有
力
な
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
獲
得
す
る
過
程
で
、
自
ら
の
掲
げ
る
禁
酒
・
禁
煙
の
原
則
と
（
明
治
）
天

皇
の
嗜
好
や
皇
室
に
よ
る
「
天
盃
」・
煙
草
下
賜
の
慣
行
と
の
矛
盾
を
無
視
な
い
し
弥
縫
し
た62

）
。
そ
し
て
、
即
位
礼
や
大
嘗
祭
の
み
な
ら
ず
、

皇
室
の
年
中
行
事
、
三
大
節
（
昭
和
期
に
は
四
大
節＝

四
方
拝
・
紀
元
節
・
天
長
節
・
明
治
節
）
の
際
も
「
奉
祝
」
集
会
を
開
催
し
特
集
記
事
を
掲
げ

る
よ
う
に
な
る63

）
。
か
つ
て
山
室
は
、『
平
民
之
福
音
』
で
「
撲
滅
」
す
べ
き
「
淫
祠
」
に
関
連
し
て
「
伊
勢
参
宮
」
に
も
言
及
し
て
い
た
。
だ

が
、
四
大
節
の
一
つ
、
四
方
拝
で
天
皇
が
拝
む
対
象
に
は
伊
勢
神
宮
の
神
々
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
後
に
は
、
山
室
指
導
下
の
救
世
軍
は
『
と
き
の
こ
ゑ
』
紙
上
で
「
東
亜
新
秩
序
」
建
設
へ
の
「
挙
国
一
致
」
の
協
力
を
掲
げ
、
国

策
迎
合
の
姿
勢
を
明
示
し
た
。
⒠
も
示
す
通
り
、
山
室
は
全
体
主
義
に
た
い
す
る
献
身
を
も
、
ロ
ー
マ
書
一
三
章
に
所
謂
「
服
従
」
と
し
て

正
当
化
し
要
求
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
間
に
、
聖
句
理
解
の
変
質
な
い
し
歪
曲
も
生
じ
て
い
た
。
そ
の
一
例
が
、
先
の
「
獅
子
の
如
く
勇
（
ま
）
し
」
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述

の
「
特
選
の
民
」（
一
九
三
八
年
）
も
象
徴
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
パ
ウ
ロ
の
「
テ
ト
ス
へ
の
手
紙
」
中
の
文
句
（
大
正
改
訳
。
二
章
一
四
節
）
で
、
二

十
年
前
の
同
じ
標
題
の
著
作
で
は
、
元
来
の
用
法
通
り
、「
基
督
の
救
」
に
よ
り
「
改
造
」
さ
れ
た
人
間64

）
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
者
（
一
般
）
を
指

し
て
い
た
。
そ
れ
が
一
転
し
て
、「
日
本
国
民
」
の
選
民
主
義
的
な
呼
称
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

若
き
日
の
山
室
の
所
説
と
は
裏
腹
に
行
な
わ
れ
た
、
救
世
軍
の
体
制
と
の
抱
合
は
、
着
々
と
成
功
を
収
め
つ
つ
あ
る
か
に
み
え
て
い
た
。

し
か
し
、
晩
年
に
彼
の
境
遇
は
意
外
な
暗
転
を
見
せ
た
。
皮
肉
に
も
、
彼
と
救
世
軍
は
そ
の
実
証
に
こ
れ
努
め
て
き
た
「
国
体
」
へ
の
忠
誠

を
疑
わ
れ
、
異
端
撲
滅
の
標
的
と
さ
れ
た
。
⒠
の
刊
行
後
も
激
し
い
救
世
軍
排
撃
が
な
さ
れ
、
そ
こ
で
は
英
国
と
の
関
係
等
に
加
え
て
『
平

民
之
福
音
』
の
偶
像
否
定
的
な
論
旨
が
攻
撃
者
た
ち
に
格
好
の
口
実
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
反
救
世
軍
の
急
先
鋒
に
よ
る
著

作
の
目
次
を
一
瞥
す
る
だ
け
で
知
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
例
え
ば
次
の
よ
う
な
文
字
が
並
ん
で
い
た
。「
反
国
体
の
魔
書
『
平
民
之
福
音
』
を
撃

つ
」、「「
平
民
之
福
音
」
か
「
皇
民
之
信
仰
」
か
」、「
伊
勢
大
神
宮
参
宮
を
迷
の
夢
と
な
す
大
不
敬65

）
」。

結
局
、
山
室
の
死
去
（
一
九
四
〇
年
三
月
中
旬
）
と
前
後
し
て
『
平
民
之
福
音
』
は
（
事
実
上
の
）
発
禁
と
な
り
、
七
月
に
は
ス
パ
イ
容
疑
で
幹

部
士
官
た
ち
の
投
獄
が
行
な
わ
れ
た66

）
。
救
世
軍
は
四
〇
年
九
月
に
日
本
救
世
団
と
改
称
し
、
翌
年
六
月
に
発
足
し
た
日
本
基
督
教
団
に
併
合

さ
れ
る
に
至
る
。
そ
の
機
関
紙
も
従
来
の
『
と
き
の
こ
ゑ
』
か
ら
『
日
本
救
世
新
聞
』
を
経
て
『
朝あしたの
ひ
か
り
』
と
改
題
さ
れ
た
。
救
世
軍

の
超
国
家
主
義
へ
の
同
調
は
、
改
組
及
び
機
関
紙
改
題
に
伴
っ
て
昂
進
し
「
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
」
を
鼓
吹
す
る
陣
営
へ
合
流
し
て
い
く
の

で
あ
る67

）
。

だ
が
、
救
世
軍
は
見
せ
し
め
的
な
弾
圧
を
受
け
た
の
み
な
ら
ず
、
結
局
、
皇
室
の
援
助
も
失
っ
た
末
に
、
組
織
的
な
自
立
性
を
剥
奪
さ
れ

る
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
、
山
室
が
確
信
的
に
唱
え
続
け
た
「
摂
理
」
の
教
説
よ
り
も
、「
人
間
の
混
乱
と
神
の
摂
理
」
と
い
う
格
言
に
ふ
さ
わ

し
い
事
態
だ
っ
た
よ
う
に
も
み
え
る68

）
。
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ロ
ー
マ
書
一
三
章
論
と
し
て
は
「
権
威
」
の
偶
像
化
の
傾
向
を
示
す
『
ロ
マ
書
余
師
』
だ
が
、
意
外
に
も
同
書
に
は
若
き
日
の
山
室
の
主

張
を
彷
彿
さ
せ
る
記
述
も
存
し
て
い
た
。
ロ
ー
マ
書
第
一
章
二
一
節
以
下
を
解
説
し
た
次
の
一
節
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
著
者
自
身
の

意
図
を
越
え
て
、
彼
ら
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
の
多
く
を
含
む
近
代
日
本
の
歩
み
に
た
い
す
る
「
預
言
」
の
響
き
を
聞
き
と
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
も
…
…
神
を
拝
む
代
り
に
英
雄
豪
傑
を
拝
み
、
博
徒
盗
賊
を
さ
え
祠
を
設
け
て
之
を
拝
み
、
其
の
他
狐
狸
を
も
介むし
蟲けら
を
も
木
石
を

さ
え
も
拝
む
者
が
あ
る
。
さ
も
な
く
に
金
銭
を
拝
み
、
名
誉
を
拝
み
、
権﹅
勢﹅
を﹅
拝﹅
み﹅
、
又
は
歓
楽
を
拝
む
な
ど
、
何
れ
も
皆
厭
は
し
き

偶﹅
像﹅
礼﹅
拝﹅
の
幾
ら
か
形
を
変
へ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。『
こ
の
故
に
神
は
彼
等
を
其
の
心
の
欲
に
ま
か
せ
て
、
互
に
其
の
身
を
辱はずかし
む

る
汚
穢
け
が
れ

に
付わた
し
給
へ
り
』。
神
が
人
の
勝
手
気
儘
き
ま
ま

を
な
す
に
任
せ
て
、
手
を
ひ
き
給
ふ
た
位
恐
ろ
し
い
刑
罰
と
い
ふ
が
復また
と
あ
ら
う
か69

）
」

＊

本
稿
は
、「
山
室
軍
平
の
権
威
観
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
筆
者
の
発
表
（
二
〇
一
六
年
三
月
二
九
日
、
日
本
基
督
教
学
会
九
州
支
部
会
）
を
原
型
に
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
引
用
に
際
し
て
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
（
必
ず
し
も
断
ら
ず
に
）
語
句
・
句
読
点
な
ど
の
加
除
変
更
を
適
宜
行
な
っ
た
。
引
用
中
の
…
…

は
引
用
者
に
よ
る
中
略
を
、
ま
た
〔
〕
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
を
示
し
、
引
用
中
の
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
た
だ
し
、
原
文
の
ふ
り
が
な
の
一
部
を
残
し
た
。

注（
１
）
権
威
は
権
力
と
異
な
り
強
制
な
ら
ぬ
「
自
発
的
な
服
従
や
承
認
」
に
重
点
が
あ
る
が
、
両
概
念
は
関
連
す
る
の
み
な
ら
ずa

u
th
o
rities

の
語
が
示
す
通

り
互
換
的
に
用
い
ら
れ
て
さ
え
き
た
（
寺
島
俊
穂
「
権
威
」（
古
賀
敬
太
編
『
政
治
概
念
の
歴
史
的
展
開
』
第
四
巻
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
九
三
｜
九

五
・
一
一
六
頁
）。
ロ
ー
マ
書
一
三
章
論
を
含
め
て
（
後
注
9
を
参
照
）、
以
下
の
考
察
で
も
両
概
念
の
そ
う
し
た
関
係
が
重
要
な
文
脈
を
成
す
。

（
２
）
た
と
え
ば
、『
新
人
』
一
九
〇
七
年
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
東
都
講
壇

山
室
軍
平
氏
の
『
基
督
の
救
』」
は
、
彼
を
「
か
く
れ
も
な
い
救
世
軍
の
驍
将
」

と
評
し
て
い
る
。
山
室
の
説
教
者
と
し
て
の
力
量
に
つ
い
て
、
そ
の
記
事
で
は
、「
一
度
氏
の
説
教
を
聴
け
る
も
の
は
非
常
の
感
激
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。

戦
場
に
弁
を
振
は
る
る
毎
に
必
ず
数
十
名
の
悔
改
者
を
だ
す
も
の
マ
マ

決
し
て
偶
然
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
３
）
松
本
勝
三
郎
『
英
国
の
ス
パ
イ

救
世
軍
を
撃
つ
』
秀
文
閣
、
一
九
四
〇
年
、
九
頁
。『
平
民
之
福
音
』
は
戦
後
も
版
を
重
ね
て
、
五
三
〇
版
近
く
に
達

し
た
。

（
４
）
同
志
社
大
学
人
文
研
究
所
編
、
同
胞
社
出
版
、
一
九
九
一
年
刊
。
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P
ress,

1997.

救
世
軍
高
官
（
後
に
日
本
司
令
官
）
た
る
父
の
長
男
と
し
て
日
本
で
過
し
た
こ
と
も
あ
る
著
者
（
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
神
学
教
授
）

に
よ
る
本
書
は
、
九
つ
の
（
異
な
る
著
者
た
ち
の
）
作
品
か
ら
成
るP

ietist a
n
d W

esley
a
n S

tu
d
ies

中
の
一
巻
で
あ
る
。
英
米
の
救
世
軍
関
係
資
料

を
活
用
し
た
丹
念
な
伝
記
的
叙
述
が
特
徴
的
だ
が
、
内
村
鑑
三
を
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
と
す
る
（p

.108

）
等
の
誤
り
も
含
み
、『
山
室
軍
平
の
研
究
』

も
参
照
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
と
の
関
係
で
は
、『
平
民
之
福
音
』
を
日
本
人
の
（
伝
統
的
な
）
生
活
と
新
約
聖
書
の
教
え
の
調
和
を
実
証
し
よ

う
と
し
た
作
品
と
す
る
把
握
（p

p
.60,

135

）、
山
室
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
一
九
三
〇
年
代
の
超
国
家
主
義
の
区
別
の
強
調
（p

.140 f.

）
等
の
論
旨
は
、

に
わ
か
に
賛
成
し
難
い
。
そ
れ
ら
は
、
山
室
が
一
貫
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
使
信
の
本
質
を
損
ね
る
こ
と
な
く
そ
の
日
本
へ
のcu

ltu
ra
l a
d
a
p
ta
tio
n

を
追

求
し
た
と
の
見
方
に
由
来
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
山
室
の
主
張
の
変
化
な
い
し
変
質
等（
後
述
）を
軽
視
し
た
ス
ウ
ィ
ー
ピ
ン
グ
な
山
室
観
と
い
う
点
で
、

後
引
の
藤
田
省
三
の
見
解
と
（
山
室
評
価
と
し
て
は
逆
方
向
に
あ
る
も
の
の
）
共
通
し
て
い
る
。

（
６
）
当
該
箇
所
を
次
に
引
い
て
お
く
。
テ
キ
ス
ト
は
大
正
改
訳
聖
書
に
拠
っ
た
。
山
室
が
言
及
し
て
い
る
同
章
の
テ
キ
ス
ト
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
そ
れ
だ
か

ら
で
あ
る
。

一

凡
て
の
人
、
上
に
あ
る
權
威
に
服
ふ
べ
し
。
そ
は
神
に
よ
ら
ぬ
權
威
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
權
威
は
神
に
よ
り
て
立
て
ら
る
。

二

こ
の
故
に
權
威
に
さ
か

ら
ふ
者
は
神
の
定
に
悖
る
な
り
、
悖
る
者
は
自
ら
そ
の
審
判
を
招
か
ん
。

三

長
た
る
者
は
善
き
業
の
懼
に
あ
ら
ず
、

し
き
業
の
懼
な
り
、
な
ん
ぢ
權
威

を
懼
れ
ざ
ら
ん
と
す
る
か
、
善
を
な
せ
、
然
ら
ば
彼
よ
り
譽
を
得
ん
。

四

か
れ
は
汝
を
益
せ
ん
た
め
の
神
の
役
者
な
り
。
然
れ
ど

を
な
さ
ば
懼
れ
よ
、

彼
は
徒
ら
に
劍
を
お
び
ず
、
神
の
役
者
に
し
て
、

を
な
す
者
に
怒
を
も
て
報
ゆ
る
な
り
。
五

然
れ
ば
服
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
啻
に
怒
の
爲
の
み
な
ら
ず
、

良
心
の
た
め
な
り
。
六

ま
た
之
が
た
め
に
汝
ら
貢
を
納
む
、
彼
ら
は
神
の
仕
人
に
し
て
此
の
職
に
勵
む
な
り
。
七

汝
等
そ
の
負
債
を
お
の
お
の
に
償
へ
、

貢
を
受
く
べ
き
者
に
貢
を
を
さ
め
、
税
を
受
く
べ
き
者
に
税
を
を
さ
め
、
畏
る
べ
き
者
を
お
そ
れ
、
尊
ぶ
べ
き
者
を
た
ふ
と
べ
。

（
７
）
宮
田
光
雄
『
国
家
と
宗
教
｜
｜
ロ
ー
マ
書
一
三
章
解
釈
史＝
影
響
史
の
研
究
｜
｜
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
二
｜
三
頁
。

（
８
）

権
威
と
服
従
｜
｜
近
代
日
本
に
お
け
る
ロ
ー
マ
書
一
三
章
」（『
思
想
』
一
九
八
七
年
、
一
月
号
・
三
月
号
）。
後
に
大
幅
に
加
筆
し
て
『
権
威
と
服
従
』

（
新
教
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
と
し
て
出
版
。
さ
ら
に
加
筆
の
上
、
西
欧
に
お
け
る
同
じ
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
と
合
せ
て
、
前
記
の
『
国
家
と
宗
教
』

と
し
て
刊
行
。
同
書
に
お
け
る
山
室
論
は
、
短
い
も
の
な
が
ら
そ
の
政
治
思
想
の
研
究
に
お
け
る
貢
献
と
い
え
る
（
三
四
二
頁
）。
た
だ
し
、
そ
こ
で
彼
の

ロ
ー
マ
書
一
三
章
論
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
後
述
の
五
つ
の
内
、
⒝
の
み
で
あ
る
。

（
９
）
以
上
の
分
析
視
角
に
つ
い
て
は
宮
田
前
掲
書
二
七
頁
以
下
を
参
照
。
そ
れ
ら
に
加
え
て
以
下
の
、
宮
田
が
着
目
し
て
い
な
い
（
⑴
⑷
）
か
、
立
入
っ
て
検

討
し
て
い
な
い
（
⑵
⑶
）
諸
点
も
追
究
す
る
必
要
や
意
義
が
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
。
⑴
解
説
者
（
本
稿
で
は
山
室
）
が
、
同
章
に
所
謂
「
権
（
威
）」

を
国
家
・
君
主
・
政
治
家
・
役
人
な
ど
の
ど
れ
に
相
当
す
る
と
し
た
か
。
特
に
、
パ
ウ
ロ
の
「
エ
ク
ス
ー
シ
ア
」
の
用
法
（
宮
田
前
掲
書
二
三
頁
を
参
照
）
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と
同
じ
く
そ
れ
を
世
俗
的
な
行
政
担
当
者
や
当
局
と
捉
え
た
か
否
か
、
⑵
後
述
の
関
連
聖
句
の
解
釈
、
⑶
同
章
の
文
脈
を
成
す
パ
ウ
ロ
時
代
の
ロ
ー
マ
帝
政

の
性
格
を
い
か
に
把
握
し
、
解
説
者
の
同
時
代
的
状
況
と
関
連
づ
け
た
か
、
⑷
コ
リ
ン
ト
前
書
一
四
章
等
に
お
け
る
パ
ウ
ロ
の（
時
代
制
約
的
な
い
し
状
況

的
な
発
言
た
る
）
女
性
論
と
の
関
連
、
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。
な
お
宮
田
は
ロ
ー
マ
書
一
三
章
の
性
格
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
「
政
治
的
権
威
の
神
学
的《

根

拠
づ
け》

、
あ
る
い
は
国
家
の
形
而
上
学
的《

本
質
論》

」
で
は
な
く
「
支
配
当
局
の
注
視
の
対
照
と
な
り
や
す
い
ロ
ー
マ
在
住
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
た
い
す

る
倫
理
的《

勧
告》

な
い
し《

警
告》

」
と
把
握
す
る
点
で
、「
現
代
の
釈
義
で
は
、
ほ
ぼ
意
見
の
一
致
が
認
め
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
同
前
九
頁
）。

（
10
）

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
精
神
の
一
側
面
」（
藤
田
『
維
新
の
精
神
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
七
年
）
一
〇
七
頁
。

（
11
）
た
と
え
ば
、「
東
京
市
会
議
事
堂
に
於
る
ブ
ー
ス
大
将
の
演
説
（
其
一
）」（『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
〇
七
年
六
月
十
五
日
号
（
復
刻
版
、
不
二
書
房
、
一
九

八
七
年
刊
））
参
照
。
そ
こ
で
は
、「〔
救
世
軍
〕
士
官
は
一
体
の
政
治
問
題
に
喙
を
容
る
る
こ
と
を
厳
禁
せ
ら
れ
て
居
る
。
私
共
は
…
…
様
々
の
時
事
問
題

や
、
党
派
の
争
な
ど
に
対
し
て
は
、
厳
重
に
無
関
係
の
立
場
を
守
る
者
で
あ
る
」
と
の
、
創
設
者
ブ
ー
ス
の
発
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）『
山
室
軍
平
選
集
』
第
九
巻
（
人
物
論
集
）（
同
選
集
刊
行
会
、
一
九
五
五
年

復
刻
版
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
五
年

）
一
八
｜
一
九
頁
。

（
13
）
同
前
二
〇
｜
二
一
頁
。
そ
こ
に
示
さ
れ
た
通
り
、
山
室
は
フ
ォ
ッ
ク
ス
に
傾
倒
し
、『
平
民
之
福
音
』
で
も
彼
が
「
フ
レ
ン
ド
派
の
開
祖
」
で
「
良
心
」

に
基
づ
き
「
聖
霊
」
に
導
か
れ
て
禁
酒
を
励
行
し
た
な
ど
と
記
し
た
（『
明
治
文
学
全
集
88

明
治
宗
教
文
学
集
（
二
）』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
五
年
）
二

八
八
・
二
九
一
頁
）。
山
室
は
長
男
を
名
づ
け
る
際
も
フ
ォ
ッ
ク
ス
か
ら
一
字
を
採
っ
た
。
一
九
二
二
年
の
講
演
、「
英
国
が
産
出
し
た
る
三
大
宗
教
家
」
で

も
、
第
一
に
フ
ォ
ッ
ク
ス
を
挙
げ
て
（
他
の
二
人
は
ウ
ェ
ス
レ
ー
と
Ｗ
・
ブ
ー
ス
）
そ
の
事
蹟
を
述
べ
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
平
和
主
義
ゆ
え
の
受
難
も
強
調
し

た
（『
山
室
軍
平
選
集
』
第
九
巻
、
三
一
一
頁
）。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
事
実
と
の
関
係
で
後
に
山
室
自
身
や
そ
の
息
子
、
武
甫
は
自
ら
の
行
動
を
ど
う
位
置
づ

け
た
の
か
、
興
味
を
ひ
く
。

（
14
）
以
上
、
同
前
二
五
八
・
二
六
九
｜
二
七
一
、
二
七
五
、
二
七
四
｜
二
七
五
頁
。

（
15
）
同
前
二
九
〇
頁
。

（
16
）
同
前
二
八
二
頁
。

（
17
）
同
前
二
八
二
・
二
九
六
頁
。
但
し
そ
の
大
谷
光
栄
批
判
は
、
後
年
の
著
者
自
身
の
受
章
と
叙
位
（
一
九
一
五
年
に
藍
綬
褒
章
、
二
四
年
に
勲
六
等
・
瑞
宝

章
、
二
八
年
に
従
六
位
）
と
の
関
係
で
は
、
皮
肉
な
印
象
を
与
え
る
。

（
18
）
棄
教
せ
ね
ば
テ
ム
ズ
川
に
投
げ
込
む
と
脅
か
さ
れ
た
、
そ
の
信
者
は
、「
何
う
せ
天
国
へ
帰
る
道
中
で
す
か
ら
、
水
陸
何
方
ど
ち
ら

で
も
其
路
に
、
別
段
の
好
悪

すききらい

は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
」
と
応
じ
た
、
と
い
う
（
同
前
三
〇
一
頁
）。

（
19
）
同
前
二
六
一
頁
。
同
二
九
五
頁
の
コ
レ
ラ
の
原
因
に
関
す
る
記
述
も
同
旨
。

（
20
）
鄭

汀
『
天
皇
制
国
家
と
女
性

日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
け
る
木
下
尚
江
』（
教
文
館
、
二
〇
一
三
年
）
七
六
頁
以
下
を
参
照
。
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（
21
）R

ig
h
tm
ire,

op.
cit.

p
.80 ff.

後
述
の
ブ
ー
ス
の
指
示
に
よ
る
山
室
の
昇
格
に
つ
い
て
、Ibid

.
p
.118

。

（
22
）

大
将
の
参
内
」（『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
〇
七
年
五
月
一
日
）。

（
23
）R

ig
h
tm
ire,

op.
cit.

p
.112

。

（
24
）
山
室
は
一
九
〇
七
年
末
刊
行
の
『
日
本
に
於
け
る
ブ
ー
ス
大
将
』
で
、『
国
民
新
聞
』
の
記
者
に
よ
る
「
社
会
党
」
と
救
世
軍
の
対
比
を
引
用
し
た
。
そ

の
論
旨
は
、
社
会
主
義
者
が
社
会
の
現
状
を
「
打
破
せ
ざ
れ
ば
社
会
改
善
の
目
的
を
達
す
る
能
は
ず
と
な
す
」
の
に
対
し
て
、
救
世
軍
は
階
級
関
係
の
顛
覆

で
は
な
く
、
貧
富
の
格
差
の
緩
和
を
め
ざ
し
、
何
人
も
敵
と
せ
ず「
富
者
を
詛
ふ
代
り
に
貧
者
を
扶
け
…
…
有
力
者
を
憎
嫉
す
る
代
り
に
有
力
者
を
し
て
其

の
功
徳
を
施
さ
し
め
」
る
、
と
し
て
後
者
へ
の
共
感
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
室
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
、「
慥
か
に
救
世
軍
が
現
社
会
に
対
す
る
態
度
の

一
面
を
、
最
も
よ
く
道
破
し
た
る
も
の
」
だ
と
評
価
し
た
上
で
、「
さ
れ
ば
ブ
ー
ス
大
将
が
、
我
が
天
皇
陛
下
よ
り
、
御
謁
見
を
賜
は
る
と
の
下
命
に
接
し

た
る
時
、
之
を
此
上
な
き
栄
誉
の
こ
と
と
し
て
、
有
難
く
拝
受
せ
ら
れ
た
る
は
、
怪
む
迄
も
な
き
こ
と
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
（
同
書
前
編
「
偉
人
の
足

跡
」、『
山
室
軍
平
選
集
』
第
八
巻
所
収
、
四
五
｜
四
七
頁
）。
だ
が
、
天
皇
の
支
持
・
支
援
を
受
け
い
れ
る
の
と
、
彼
と
の
面
会
を
「
此
上
な
き
栄
誉
」
と

す
る
こ
と
と
の
間
に
は
飛
躍
が
あ
ろ
う
。
前
述
の
山
室
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
論
、
特
に
、「
人
は
皆
同
等
な
も
の
で
あ
る
」
に
始
ま
る
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
発
言
の
、

共
感
を
込
め
た
引
用
に
鑑
み
れ
ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

（
25
）
当
時
の
書
記
長
官
、
デ
ュ
ー
ス
（
中
佐
）
の
署
名
記
事
が
示
す
よ
う
に
、
日
本
救
世
軍
は
日
露
戦
争
に
つ
い
て
、
非
戦
論
に
与
す
る
ど
こ
ろ
か
、
反
対
に

桂
首
相
の
表
明
し
た
政
府
見
解
に
同
調
し
て
そ
れ
を
「
東
洋
永
遠
の
平
和
」
の
た
め
の
「
正
義
」
の
戦
争
と
み
な
し
、
日
本
軍
兵
士
の
「
義
勇
奉
公
」
と
「
犠

牲
献
身
」
の
精
神
を
讃
美
し
た
（「
書
記
長
官
録
事
」、『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
〇
五
年
六
月
一
日
）。

（
26
）『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
一
五
年
一
月
一
日
。「
聖
恩
優
渥
」（
山
室
『
救
世
済
人
（
救
世
軍
年
報
）』
一
九
三
四
年
、
冒
頭
。
な
お
、
同
書
や
山
室
『
救
世
軍

一
夕
話
』（
一
九
二
八
年
）
な
ど
で
は
、
宮
内
省
か
ら
の
下
賜
金
の
授
与
を
示
す
「
御
沙
汰
書
」
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
）
と
い
う
表
現
も
よ
く
用
い

ら
れ
た
。

（
27
）cf.

R
ig
h
tm
ire,

op.cit.
p
.120,

p
.126 ff.

ま
た
そ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
通
り
、
救
世
軍
の
社
会
事
業
は
、
一
九
一
八
年
か
ら
四
一
年
ま
で
、
毎
年
、

天
皇
に
よ
る
表
彰
と
恩
賜
金
の
授
与
を
受
け
た
し
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
、
救
世
軍
の
社
会
事
業
関
係
予
算
の
約
一
割
を
政
府
か
ら
の
補
助
金
が
占

め
る
に
至
る
。

（
28
）
「
藤
公
余
影
」
を
読
む
」（『
山
室
軍
平
選
集
』
第
九
巻
、
二
一
頁
）。
そ
の
感
想
は
、
具
体
的
に
は
『
藤
公
余
影
』（
一
九
一
〇
年
一
一
月
、
民
友
社
刊
）

中
の
「
大
廟
参
拝
」（
一
七
一
｜
七
七
頁
）
に
関
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
伊
藤
が
「
最
近
十
数
年
間
」
に
行
な
っ
た
伊
勢
神
宮
へ
の
正
式
参
拝
、

計
五
回
に
つ
い
て
、
そ
の
時
期
や
参
拝
の
趣
旨
・
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
第
一
回
の
、
明
治
年
間
の
参
拝
に
つ
い
て
、
伊
藤
が
古
谷
に
語
っ

た
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。「
所
願
の
趣
意
を
承
る
を
得
ば
、
心
を
合
て
祈
願
す
べ
し
」と
の
神
官
の
申
し
出
を
謝
絶
し
た
上
で
、
一
人
で「
数
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分
間
神
前
に
跪
ひざまずき

て
、
熱﹅
誠﹅
を
込
め
」
て
皇
太
子
の
病
か
ら
の
回
復
を
願
い
、
そ
の
上
で
「
若
し
斯
く
無
遠
慮
に
所
願
を
披
瀝
す
る
事
、
神
意
を
冒
涜
す
る

に
当
ら
ば
、
此
場
を
去
ら
ず
、
神
罰
を
与
へ
給
へ
と
念
じ
た
り
」（
同
前
一
七
二
頁
）。
な
お
、
古
谷
は
同
書
の
冒
頭
で
、「
藤
公
の
我
皇
室
及
国
家
に
対
す

る
、
精
忠
無
二
の
熱﹅
誠﹅
は
、
不
肖
な
る
記
者
を
し
て
、
其
身
の
魯
鈍
を
顧
み
ず
、
公
の
為
に
犬
馬
の
労
に
服
す
る
こ
と
、
連
続
十
年
に
亘
ら
し
め
た
り
」云
々

と
述
べ
て
い
る
（
一
頁
）。
伊
藤
の
自
認
し
た
「
熱
誠
」
に
た
い
す
る
高
い
評
価
を
古
谷
と
山
室
は
共
有
し
た
、
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

（
29
）
「
先
帝
陛
下
を
哀
悼
す

下
」（『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
一
二
年
（
大
正
元
年
）
九
月
一
日
）。

（
30
）
金
子
光
晴
『
絶
望
の
精
神
史
』（
一
九
六
五
年
。『
金
子
光
晴
全
集
』
第
一
二
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
、
四
七
｜
四
八
頁
）。
金
子
は
、「
民
衆
の

至﹅
誠﹅
は
皇
居
前
を
埋
め
る
、
と
新
聞
に
あ
っ
た
の
は
こ
の
こ
と
か
と
思
う
と
、
日
本
人
の
地
金
で
あ
る
、
こ
う
い
う
陰
惨
な
、
暗
黒
大
陸
の
人
身
御
供
の
祈

祷
の
よ
う
な
、
底
恐
ろ
し
い
雰
囲
気
か
ら
、
僕
は
、
は
や
く
の
が
れ
た
い
と
お
も
っ
た
」
と
、
山
室
と
は
正
反
対
の
感
想
を
記
し
て
い
る
。

（
31
）

祈
る
忠
義
」（
無
署
名
『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
一
二
年
八
月
一
五
日
）。

（
32
）

東
郷
元
帥
」（
一
九
三
四
年
六
月
。『
山
室
軍
平
選
集
』
第
九
巻
、
三
〇
｜
三
一
頁
）。

（
33
）
以
上
の
内
、
⒜
⒝
⒠
は
救
世
軍
本
営
刊
。
⒜
は
『
山
室
軍
平
選
集
』
第
九
巻
、
⒝
は
同
第
一
巻
、
⒠
の
一
部
（
但
し
ロ
ー
マ
書
一
三
章
に
言
及
し
た
箇
所

を
除
く
）
と
⒞
は
第
十
巻
に
収
録
。
⒟
は
『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
三
七
年
一
月
一
五
日
号
に
、
⒠
の
ロ
ー
マ
書
一
三
章
関
連
の
箇
所
（
後
述
）
は
『
と
き
の

こ
ゑ
』
三
八
年
一
〇
月
一
日
号
に
掲
載
。
⒜
⒝
⒞
⒠
と
三
一
年
刊
行
の
⒜
の
第
二
二
版
は
国
立
国
会
図
書
館
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
イ
ト
、「
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
そ
れ
ら
に
お
け
る
ロ
ー
マ
書
一
三
章
の
訳
文
は
、
⒜
は
所
謂
明
治
元
訳
に
、
⒜
の
第
二
二
版
と
⒝
〜
⒠
で

は
大
正
改
訳
聖
書
（
一
九
一
七
年
）
の
そ
れ
に
、
従
っ
て
い
る
。

（
34
）
な
お
「
余
師
」
と
は
、
も
う
一
人
の
師
な
い
し
多
く
の
師
の
意
と
さ
れ
る
。
そ
の
書
名
の
意
図
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
少
年
の
山
室
に
四
書
の
素

読
・
講
義
を
し
て
く
れ
た
叔
父
は
、
無
学
な
が
ら
『
経
典
余
師
』
を
頼
り
に
そ
れ
ら
の
「
要
領
」
だ
け
は
教
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
様
の
書
物
が
新
約
聖

書
に
関
し
て
あ
れ
ば
ど
ん
な
に
便
利
か
と
入
信
当
時
に
考
え
、
救
世
軍
に
投
じ
平
民
伝
道
を
行
な
う
に
至
っ
て
そ
の
思
い
を
強
め
た
。
さ
ら
に
自
ら
そ
う
し

た
著
作
を
志
し
て
か
ら
既
に
十
数
年
に
な
る
、
と
（『
マ
タ
イ
伝
余
師
』（
救
世
軍
出
版
及
供
給
部
、
一
九
二
一
年
六
月
）「
は
し
が
き
」
一
｜
三
頁
）。『
使

徒
行
伝
余
師
』
に
も
同
旨
の
記
述
が
あ
る
（「
は
し
が
き
」
二
頁
）。

（
35
）
三
年
後
に
は
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
ン
・
ブ
ー
ス
（
Ｗ
・
ブ
ー
ス
の
娘
。
当
時
、
米
国
救
世
軍
司
令
官
。
後
に
第
四
代
大
将
）
と
の
面
会
も
実
現
し
た
。
彼
女

は
近
代
の
天
皇
と
の
謁
見
を
初
め
て
認
め
ら
れ
た
女
性
だ
っ
た
。
対
照
的
に
、
山
室
ら
日
本
人
の
救
世
軍
幹
部
が
同
様
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
つ
い

に
な
か
っ
た
（cf.

R
ig
h
tm
ire,

op.
cit.

p
.121.

）。

（
36
）『
使
徒
行
伝
余
師
』
の
「
は
し
が
き
」
で
も
、
同
様
の
趣
旨
と
共
に
、「
単
に
自
分
の
貧
弱
な
思
想
を
書
き
列
ね
る
の
で
は
な
く
、
反
つ
て
成
る
べ
く
、
古

人
が
聖
書
の
各
条
に
就
い
て
、
学
ん
だ
教
訓
を
た
づ
ね
、
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る
様
に
し
た
い
も
の
と
、
其
の
た
め
に
最
善
の
努
力
を
試
み
た
」と
言
わ
れ
て
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い
る
。

（
37
）

婦
女
の
官
職
を
帯
ぶ
理
由
」（
無
署
名
、『
鬨
聲
』
第
二
号
、
一
八
九
五
年
一
一
月
一
六
日
）
で
は
、
女
性
が
説
教
者
を
務
め
た
例
な
ど
、
数
か
所
の
聖

句
を
引
い
て
そ
の
解
釈
を
根
拠
づ
け
た
後
に
、
男
女
の
相
違
な
く
指
導
的
ポ
ス
ト
を
認
め
る
の
は
「
基
督
教
の
特
色
」
だ
と
し
て
い
る
。
山
室
の
解
釈
も
ほ

ぼ
同
旨
で
あ
る
（『
民
衆
の
聖
書

コ
リ
ン
ト
人
へ
の
前
後
書
』
救
世
軍
出
版
及
供
給
部
、
一
九
三
二
年
、
九
四
｜
九
五
頁
）。

（
38
）
山
室
の
聖
書
講
解
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
牧
師
か
つ
著
作
家
、
マ
シ
ュ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
（
一
六
六
二
｜
一
七
一
四
）
の
注
解
書
を
参
考
に
し
た
と
さ
れ
る
。
た

と
え
ば
ヘ
ン
リ
ー
の
注
解
の
特
質
の
内
、
思
弁
的
な
ら
ぬ
実
践
的
傾
向
、
平
易
な
言
葉
の
使
用
と
い
う
点
（
新
井
明
「
ヘ
ン
リ
父
子
考
｜
｜
革
命
と
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
長
老
派
」（
新
井
『
ミ
ル
ト
ン
と
そ
の
周
辺
』
彩
流
社
、
一
九
九
五
年
）
二
〇
四
頁
）
は
、
山
室
と
重
な
る
だ
ろ
う
。『
ロ
マ
書
余
師
』
八
六
頁
に
も
、

各
人
の
「
賜
物
」（
ロ
ー
マ
書
一
二
章
六
節
以
下
）
に
基
づ
く
職
分
と
の
関
連
で
ヘ
ン
リ
ー
の
言
の
引
用
が
み
え
る
。
彼
の
ロ
ー
マ
書
一
三
章
の
注
解
（J.

B
.

B
u
x
b
a
u
m
 
ed
.
T
h
e N

ew
 
M
atth

ew
 
H
en
ry C

om
m
en
tary on

 
th
e L

etter of P
au
l to

 
th
e R

om
an
s
,
O
u
tsk

irts P
ress,

2009,
p
.347 ff.,

M
atth

ew
 
H
en
ry’s C

om
m
en
taries on

 
th
e
 
W
h
ole B

ible vol.
V
I A

cts to R
evelation

,
F
.
H
.
R
ev
ell,

1714,
p
.466 ff.

）
は
、
キ
リ
ス
ト
教

は
公
共
の
平
和
と
秩
序
と
政
府
の
敵
で
そ
の
信
徒
は
皇
帝
シーザー

へ
の
敵
対
者
を
含
む
、
と
の
当
時
の
見
方
（
非
難
）
と
の
関
係
でciv

il m
a
g
istra

tes

へ
の
服

従
を
説
く
切
迫
し
た
理
由
が
パ
ウ
ロ
に
は
あ
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
山
室
は
、
反
キ
リ
ス
ト
教
的
な
偏
見
の
残
る
当
代
の
異
教
国
、
日
本
で
、
古
代
の
状
況

に
は
一
切
言
及
せ
ず
に
「
権
威
」
へ
の
服
従
を
社
会
秩
序
一
般
に
拡
張
し
た
独
特
の
解
釈
を
提
出
す
る
こ
と
で
、（
ヘ
ン
リ
ー
が
解
し
た
意
味
で
の
）
パ
ウ

ロ
と
相
似
た
護
教
的
な
企
て
を
行
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
彼
は
、
王
政
・
貴
族
政
・
民
主
政
の
い
ず
れ
か
を
問
わ
ず
神
の
命
じ
た
も
の
と
な
し
、
革
命

も
含
め
て
摂
理
（d

iv
in
e

）p
ro
v
id
en
ce

の
下
に
あ
る
と
す
る
ヘ
ン
リ
ー
に
共
鳴
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
（
⒝
の
論
旨
を
参
照
）。
し
か
し
以
上
は
多
分
に

想
像
の
域
を
出
ず
、
山
室
と
ヘ
ン
リ
ー
の
関
連
を
論
証
す
る
の
は
容
易
で
な
い
。
そ
し
て
、
た
と
え
ば
、
先
の
ロ
ー
マ
書
一
三
章
の
解
説
に
お
い
て
神
以
外

の
い
か
な
る
人
間
の
意
志
に
も
従
属
す
べ
か
ら
ざ
る
良
心
と
の
関
係
で
、
自
由
か
つ
誠
実
な
服
従
の
必
要
を
説
き
、
ま
た
「
神
の
も
の
は
神
に
…
…
」
と
い

う
聖
句
に
関
し
て
は
所
謂
ペ
テ
ロ
の
条
項
を
引
い
て
読
者
の
注
意
を
促
し
た
（『
マ
シ
ュ
ー
・
ヘ
ン
リ
注
解
書

マ
タ
イ
福
音
書

７
』
す
ぐ
書
房
、
二
〇

〇
六
年
、
一
七
三
頁
）
ヘ
ン
リ
ー
の
影
響
は
、
山
室
に
は
見
出
し
難
い
。
そ
れ
は
、
よ
り
一
般
的
に
い
え
ば
ヘ
ン
リ
ー
に
お
け
る
「
非
国
教
派
の
自
由
」
と

い
う
特
質
（
新
井
、
同
前
）
と
の
関
係
に
妥
当
す
る
だ
ろ
う
。
な
お
新
井
は
、
ヘ
ン
リ
ー
は
「
や
み
く
も
」
な
反
国
教
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、「
国

家
神
道
台
頭
の
兆
し
の
あ
る
」
日
本
で
、
キ
リ
ス
ト
者
は
彼
の
非
国
教
徒
と
し
て
の
生
き
方
に
学
ぶ
べ
き
日
が
来
る
だ
ろ
う
、
と
し
て
い
る（『
マ
シ
ュ
ー
・

ヘ
ン
リ
注
解
書

マ
タ
イ
福
音
書

１
』
一
九
八
八
年
、
の
「
訳
者
あ
と
が
き
」
一
九
五
頁
）。

（
39
）
特
に
「
羅
馬
書
の
研
究

第
五
十
三
講

政
府
と
国
家
に
対
す
る
義
務
」
一
九
二
一
年
（『
内
村
鑑
三
全
集
』
第
二
六
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
）

四
〇
一
〜
四
〇
八
頁
。

（
40
）
同
じ
消
息
は
次
の
記
述
に
も
指
摘
で
き
よ
う
。「
昔
か
ら
『
忠
臣
を
孝
子
の
門
に
求
め
る
』
と
い
ふ
て
、
親
に
孝
行
す
る
程
の
子
は
、
亦
君
に
忠
な
る
者
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と
見
做
さ
れ
て
居
っ
た
。
そ
れ
と
同
じ
道
理
に
て
、
神
に
誠
を
尽
す
程
の
基
督
者
は
、
亦
必
ず
国
家
に
忠
実
を
致
す
臣
民
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」（『
マ
タ
イ

伝
余
師
』
一
七
八
頁
）。

（
41
）
そ
の
「
十
箇
条
」
の
一
部
を
引
く
と
、「
工
場
、
商
店
、
会
社
等
に
、
善
良
な
る
道
徳
的
の
感
化
を
及
ぼ
す
人
物
を
造
る
こ
と
」、「
婦
人
の
地
位
を
高
め
、

又
不
幸
な
る
婦
人
を
救
済
す
る
こ
と
」、「
道
楽
者
を
堅
気
に
す
る
こ
と
」、「
勤
勉
に
し
て
信
用
す
る
に
足
る
労
働
者
を
造
る
こ
と
」、「
警
察
、
監
獄
、
又
は

養
育
院
の
世
話
に
な
る
べ
き
も
の
を
未
然
に
救
ふ
こ
と
」
な
ど
に
よ
り
「
国
家
を
益
す
る
」
と
さ
れ
た
（
一
六
七
｜
一
六
九
頁
）。

（
42
）
ラ
イ
ト
マ
イ
ヤ
ー
は
、
山
室
武
甫
の
山
室
論
（
未
公
刊
。
ロ
ン
ド
ン
の
救
世
軍H

erita
g
e C

en
ter

所
蔵
）
に
拠
り
つ
つ
、
山
室
の
社
会
改
革
の
志
向
を

Ｗ
・
ブ
ー
ス
と
も
共
通
す
る
後
千
年
王
国
主
義
的
な
傾
向
か
ら
説
明
し
た
。
諸
個
人
を
清
め
る
神
の
力
に
よ
り
国
ネーションの

道
徳
的
な
再
生
が
可
能
に
な
る
、
と

彼
ら
は
信
じ
て
い
た
、
と
述
べ
、
一
九
三
九
年
九
月
の
山
室
の
「
救
世
軍
に
お
け
る
国
際
主
義
」（
の
み
）
を
、「
日
本
の
運
命
と
偉
大
さ
は
そ
の
人
民
の
精

神
的
な
覚
醒
に
依
存
す
る
」
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
挙
げ
て
い
る
（op.cit.,

p
p
.61,

104,
142

3.

）。
そ
の
解
釈
が
正
し
け
れ
ば
、「
真
正
の
宗
教
」

と
「
愛
国
」
の
一
致
と
い
う
主
張
も
、（
救
世
軍
の
信
仰
の
保
守
的
な
基
調
と
は
異
質
の
）
そ
の
リ
ベ
ラ
ル
な
観
念
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
先
の
論
説
は
、
反
英
主
義
的
な
救
世
軍
非
難
へ
の
弁
明
で
あ
り
、「
愛
の
宗
教
を
世
に
弘
む
る
こ
と
」（
と
い
う
一
言
の
み
）の
言
及
と
軍
国
主
義
下
に

お
け
る
「
皇
国
」
へ
の
忠
誠
心
の
強
調
こ
そ
あ
れ
、
人
民
の
覚
醒
の
要
求
な
ど
は
含
ま
ず
、
論
証
の
根
拠
と
な
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
仮
に
所
謂
、
後

千
年
王
国
的
な
発
想
が
山
室
に
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
未
解
決
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
『
平
民
之
福
音
』
に
お
け
る
終
末
論

的
な
記
述
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
そ
れ
は
、
山
室
に
お
い
て
、
此
岸
と
彼
岸
、
な
い
し
「
カ
イ
ザ
ル
の
も
の
」
と
「
神
の
も
の
」
と
の
対

立
・
緊
張
を
失
わ
せ
る
方
向
に
作
用
し
た
の
で
は
な
い
か
。

（
43
）
そ
の
代
表
例
と
し
て
、「
忠
君
愛
国
の
説
」（
無
署
名
『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
〇
四
年
一
二
月
一
日
号
）
が
あ
る
。
そ
こ
で
も
、
放
蕩
者
だ
っ
た
水
兵
が
救

世
軍
に
入
っ
て
更
生
し
た
と
の
例
を
挙
げ
、
彼
は
皇
帝
の
「
恩
賜
の
酒
」
を
飲
む
こ
と
を
も
拒
ん
だ
た
め
上
官
の
不
興
を
買
っ
た
も
の
の
、
皇
帝
か
ら
は
か

え
っ
て「
其
方
如
き
信
仰
堅
固
に
し
て
、
主
義
に
忠
実
な
る
水
兵
」が
も
っ
と
欲
し
い
と
評
さ
れ
た
、
と
の
逸
話
を
紹
介
し
た
後
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
信
仰
堅
固
な
る
救
世
軍
人
は
、
…
…
正
し
い
こ
と
を
行
な
ひ
、
其
義
務
本
分
を
尽
し
て
国
と
君
と
に
報
ふ
る
上
に
は
、
決
し
て
誰
に
も
後
れ
を
取
ぬ
者
共

で
あ
り
升
。
而
し
て
其
良
心
の
指
示
す
が
儘
に
、
命
が
け
に
て
善
を
行
ふ
人
間
こ
そ
は
、
是
世
に
も
頼
も
し
い
人
々
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ん
か
。
私
し
共
は
尚

も
自
分
か
ら
信
仰
堅
固
の
人
物
と
な
り
、
又
他
に
多
く
の
道
徳
あ
り
、
主
義
あ
る
人
物
を
造
る
こ
と
に
由
て
、
大
に
我
国
と
君
と
の
御
為
に
、
尽
す
所
が
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
」。「
発
行
部
数
八
万
五
千
部
」
と
付
記
さ
れ
た
、
山
室
の
「
基
督
教
と
愛
国
」（『
救
世
ト
ラ
ク
ト
』
救
世
軍
日
本
本
営
刊
、
出
版
年
不

明
）
の
論
旨
も
同
様
で
あ
る
。

（
44
）
山
室
の
聖
書
解
釈
は
、
そ
れ
ら
の
章
句
の
間
に
、
対
立
は
お
ろ
か
、
表﹅
面﹅
的﹅
な﹅
緊
張
や
齟
齬
の
可
能
性
さ
え
認
め
ず
、
一
種
の
「
予
定
調
和
」
を
想
定
な

い
し
願
望
す
る
も
の
だ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
そ
う
し
た
態
度
は
、
よ
り
広
く
、「
宗
教
」（
的
信
仰
に
基
づ
く
「
服
従
」）
と
「
忠
君
愛
国
」、「
愛
国
」
と
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「
忠
君
」の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
に
た
い
す
る
か
れ
の
把
握
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
自
ら
の
言
動
の
矛
盾（
そ
の
例
は
後
述
す
る
）

に
た
い
す
る
鈍
感
さ
と
も
つ
な
が
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
一
方
で
（
救
世
軍
の
原
則
に
従
順
に
）「
政
治
問
題
に
容
喙
」
し
て
い
な
い
、

と
の
自
意
識（
な
い
し
思
い
こ
み
）が
あ
る
の
で
、
党
派
的
な
政
争
へ
の
関
与（
と
見
え
る
も
の
）以﹅
外﹅
の﹅
仕
方
で
の
政
治
へ
の
関
与
、
た
と
え
ば
コ
ン
フ
ォ
ー

ミ
ズ
ム
や
ナ
シ
ョ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
、
政
治
的
含
意
を
帯
び
た
自
ら
の
言
動
（
不
作
為
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
性
を
自
覚
す
る
こ
と
が

妨
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、「
実
践
道
徳
（
一
）
忠
君
愛
国
」（
無
署
名
『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
一
五
年
一
月
一
日
）
も
、「
基
督
教
に
忠
孝

の
教
が
無
い
」
と
す
る
の
は
「
飛
で
も
な
い
謬おもい
想ちがい」
だ
と
し
て
、
ロ
ー
マ
書
一
三
章
で
は
な
く
先
の
ペ
テ
ロ
前
書
と
テ
モ
テ
前
書
の
一
節
（
二
章
一
節
「
わ

れ
殊
に
勧
む
萬

人

よろずのひとの
為
に

告
ね
が
い

祈
禱
い
の
り

懇
求
も
と
め

感
謝
せ
よ
王
及
び
凡
て
權
威
を
有もつ
も
の
の
爲
に
は
別
て
之
を
行なす
べ
し
」
明
治
元
訳
）
を
挙
げ
た
。「
基
督
信
者
は

但
し
帝
王
に
宗
教
的
の
礼
拝
を
捧
げ
な
い
。
埃
及
エジプト

で
も
バ
ビ
ロ
ン
で
も
羅
馬
で
も
其
帝
王
に
宗
教
的
礼
拝
を
献
げ
た
が
、
其
国
は
終
に
滅
び
て
今
は
後
跡
マ
マ

も

な
い
」と
最
後
に
強
調
し
て
い
る
の
が
、
山
室
の
ロ
ー
マ
書
注
解
と
異
な
り
印
象
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
本
救
世
軍
も
、
他
の
キ
リ
ス
ト
教
緒
派
と
同
じ

く
、
政
府
の
公
定
解
釈
通
り
、
神
社
参
拝
は
「
宗
教
的
礼
拝
」
に
当
ら
な
い
と
（
信
じ
よ
う
と
）
し
た
。

（
45
）
内
村
は
、
前
述
の
ロ
ー
マ
書
一
三
章
の
講
解
で
、
服
従
の
限
界
の
問
題
、
即
ち
「
民
の
敵
」と
化
し
た
政
府
や「
圧
制
国
」に
よ
る
従
属
化
に
対
し
て（
英
・

蘭
・
米
の
（
独
立
）
革
命
の
よ
う
な
）
抵
抗
・
闘
争
は
是
認
さ
れ
る
か
、
と
の
問
題
を
正
面
か
ら
提
出
し
た
。
ラ
ー
ネ
ッ
ド
は
、「
パ
ウ
ロ
が
本
書
を
認
め

し
時
は
ロ
マ
の
政
体
は
君
主
独
裁
に
し
て
今
日
の
立
憲
国
と
も
異
な
れ
ば
、
こ
の
教
ふ
る
所
、
強
ち
に
今
日
の
時
代
に
適
合
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
」等
と
述

べ
、
ペ
テ
ロ
の
条
項
を
引
用
し
て
「
勿
論
道
な
ら
ぬ
命
令
に
ま
で
も
服
へ
と
云
う
に
は
あ
ら
ず
」
と
主
張
し
た
（
楠
瀬
一
貫
筆
記
『
羅
馬
書
註
釈
』
福
音
社
、

一
八
九
二
年
、
五
二
七
頁
以
下
）。
こ
う
し
た
論
旨
の
基
調
は
、
少
な
く
と
も
同
書
の
一
九
二
七
年
の
版
ま
で
維
持
さ
れ
た
（
宮
田
前
掲
書
、
二
八
七
｜
二

九
四
頁
）。

（
46
）『
使
徒
行
伝
余
師
』（
救
世
軍
出
版
及
供
給
部
、
一
九
二
一
年
十
月
）
四
三
頁
。

（
47
）

明
治
天
皇
を
哀
悼
す
（
上
・
下
）」（『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
一
二
（
大
正
一
）
年
八
月
一
五
日
号
、
九
月
一
日
号
。
ま
た
そ
こ
で
は
、「
大
行
天
皇
陛
下

の
半
世
紀
に
近
き
御
治
世
は
、
日
本
あ
っ
て
以
来
の
大
時
期
に
於
け
る
、
日
本
あ
っ
て
以
来
の
明
主
の
御
支
配
で
あ
っ
た
」
と
も
述
べ
ら
れ
た
。

（
48
）
前
述
の
『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
一
二
年
八
月
十
五
日
号
で
も
、「
皇
恩
無
量
」「
御
製
に
顕
れ
た
る
先
帝
陛
下
の
乾
徳
」（
無
署
名
）
と
の
標
題
の
下
に
、

二
十
数
首
の
御
製
歌
が
引
か
れ
、
解
説
さ
れ
て
い
る
。

（
49
）
田
中
真
人
「
救
世
軍
と
皇
室
」（
前
掲
『
山
室
軍
平
の
研
究
』）
三
一
一
頁
。

（
50
）
参
照
、
柳
父
圀
近
『
日
本
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
政
治
思
想

無
教
会
に
お
け
る
国
家
と
宗
教
』（
新
教
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
四
四
頁
・
一

〇
三
頁
注
（
22
）・
一
〇
八
頁
注
（
31
）、
及
び
柳
父
『
エ
ー
ト
ス
と
ク
ラ
ト
ス
』（
創
文
社
、
一
九
九
二
年
）
二
三
三
頁
以
下
。

（
51
）

救
世
講
壇

死
に
至
る
ま
で
忠
信
な
れ
」（『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
一
八
年
四
月
一
五
日
）。
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（
52
）

救
世
講
壇

耶
蘇
の
名
」（『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
一
五
年
六
月
一
日
）。

（
53
）
日
本
聖
公
会
も
英
国
と
の
関
係
が
疑
わ
れ
、
一
九
三
七
年
一
〇
月
に
は
ロ
ン
ド
ン
で
の
「
反
日
的
」
な
大
会
の
司
会
を
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
司
教
が
務
め
た
と

の
新
聞
報
道
を
き
っ
か
け
に
、
非
難
が
浴
び
せ
ら
れ
て
い
た
（
塚
田
理
『
天
皇
制
下
の
キ
リ
ス
ト
教

日
本
聖
公
会
の
戦
い
と
苦
難
』
新
教
出
版
社
、
一
九

八
一
年
、
一
八
四
頁
以
下
）。

（
54
）
参
照
「
山
室
中
将
再
び
司
令
官

ロ
ル
フ
大
佐
転
任
」（『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
三
六
年
四
月
一
五
日
）。

（
55
）

信
仰
の
祈
、
救
霊
の
戦
争

天
長
節
奉
祝
祈
会
に
て
山
室
中
将
語
る
」（『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
三
八
年
五
月
一
五
日
）。
そ
の
「
奉
祝
祈
祷
会
」
は
「
君

が
代
」
の
「
二
唱
」
に
始
ま
り
、
開
会
の
辞
な
ど
に
続
け
て
山
室
が
話
を
し
て
、「
尽
忠
報
国
」
の
た
め
「
救
霊
の
戦
争
」
を
進
め
る
よ
う
に
奨
励
し
、
最

後
に
「
天
皇
陛
下
万
歳
」
の
「
三
唱
」
を
も
っ
て
閉
会
し
た
と
い
う
。

（
56
）『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
三
九
年
一
月
一
日
号
所
載
。

（
57
）
ま
た
山
室
は
、
明
治
天
皇
を
明
治
憲
法
に
お
け
る
信
教
の
自
由
の
規
定
を
（
反
対
論
を
斥
け
て
）
実
現
さ
せ
た
恩
人
と
み
な
し
、
⒠
の
み
な
ら
ず
前
述
の

「
明
治
大
帝
の
御
製
を
拝
誦
し
て
」
な
ど
、
様
々
の
機
会
に
そ
の
認
識
を
述
べ
た
。「
恩
賜
館
の
由
来
」（
無
署
名
『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
一
九
年
八
月
一
五

日
）
も
同
旨
で
あ
る
。

（
58
）

明
治
大
帝
の
御
製
を
拝
誦
し
て
」（『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
三
九
年
七
月
一
日
・
一
五
日
）。

（
59
）
前
掲
『
平
民
之
福
音
』
二
五
八
頁
。

（
60
）
同
様
の
傾
向
は
、『
と
き
の
こ
ゑ
』
の
同
年
八
月
一
日
号
に
表
さ
れ
た
「
天
の
照
覧
」
で
も
明
確
で
あ
る
。

（
61
）
ま
た
そ
れ
は
、
皇
室
の
「
仁
慈
」
へ
の
賛
辞
や
御
製
歌
に
お
け
る
「
子
愛
」
の
称
揚
が
示
す
通
り
、
天
皇
制
の
基
底
を
成
す
、
古
代
的
な
「「
ア
ジ
ア
的

家
産
制
」
の
「
恭
順
」
の
エ
ー
ト
ス
」
へ
の
帰
依
と
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
参
照
、
前
掲
柳
父
『
日
本
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』
一
一
九
頁

注
（
43
）
及
び
九
一
頁
以
下
。

（
62
）
前
掲
田
中
論
文
、
三
二
七
頁
を
参
照
。
結
局
、「
酒
豪
家
・
愛
煙
家
の
明
治
天
皇
は
、
禁
酒
禁
煙
の
理
解
者
と
し
て
描
か
れ
」
た
（
同
前
）。

（
63
）
ま
た
、
一
九
二
八
年
の
天
皇
裕
仁
即
位
礼
と
大
嘗
祭
の
際
の
「
奉
拝
」
行
事
に
お
い
て
救
世
軍
が
与
え
ら
れ
た
機
会
の
大
き
さ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者

の
中
で
突
出
し
て
い
た
と
い
う
。
以
上
に
つ
い
て
、
前
掲
田
中
論
文
、
三
一
四
｜
三
一
五
・
三
〇
八
｜
九
・
三
一
七
・
三
二
一
頁
を
参
照
。

（
64
）『
山
室
軍
平
選
集
』
第
五
巻
所
収
。
特
に
同
書
「
自
序
」、
三
三
二
頁
。

（
65
）
前
掲
松
本
『
英
国
の
ス
パ
イ
』。
そ
の
続
編
、
松
本
『
米
英
の
第
五
列

救
世
団
解
散
せ
よ
』（
ア
ジ
ア
青
年
社
、
一
九
四
一
年
）
で
も
、「
山
室
軍
平
著

『
平
民
之
福
音
』
に
露
呈
せ
る
『
ユ
ダ
ヤ
為
本
・
日
本
亡
国
信
仰
』
の
実
例
」
な
る
節
で
、
前
述
の
千
座
置
や
「
悪
魔
の
葬
式
」、
そ
し
て
伊
勢
参
宮
を
行

な
う
予
定
で
結
局
、
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
婦
人
に
関
す
る
記
述
等
が
槍
玉
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
一
九
三
八
年
に
は
大
阪
憲
兵
隊
が
伊
勢
神
宮
大
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麻
（「
御
札
」）
の
「
奉
戴
」
を
強
制
す
る
事
件
が
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
者
も
そ
れ
に
従
う
に
至
っ
た
（
森
岡
巌
・
笠
原
芳
光
『
キ
リ
ス
ト
教
の
戦
争
責
任

日

本
の
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
』
教
文
館
、
一
九
七
四
年
、
五
五
頁
）。

（
66
）
救
世
軍
排
撃
運
動
を
体
制
側
か
ら
描
写
し
た
「
特
高
月
報
」
の
記
述
が
、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
・
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
会
編
『
戦
時
下

の
キ
リ
ス
ト
教
運
動

１
』（
新
教
出
版
社
、
一
九
七
二
年
、
二
九
一
・
三
二
五
｜
三
三
二
頁
）
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
他
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
派

に
深
刻
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
部
憲
兵
隊
司
令
官
と
し
て
弾
圧
を
指
揮
し
た
大
谷
敬
二
郎
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
当
初
、
陸
軍

省
防
衛
課
と
内
務
省
保
安
課
（
の
各
々
の
防
諜
担
当
者
）
と
の
話
し
合
い
で
後
者
が
行
な
う
予
定
だ
っ
た
救
世
軍
の
検
挙
弾
圧
を
、
曲
折
の
末
に
「
日
本
救

世
軍
の
弾
圧
を
も
っ
て
、
さ
ら
に
英
国
側
ヘ
一
撃
を
加
え
、
排
英
の
世
論
に
拍
車
を
か
け
さ
せ
よ
う
」
と
し
て
い
た
陸
軍
に
結
局
「
押
し
切
ら
れ
」
て
、
宗

教
団
体
の
弾
圧
と
い
う
不
本
意
な
行
為
を
容
疑
も
薄
弱
な
の
に
彼
が
実
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う（「
あ
と
味
の
悪
か
っ
た
救
世
軍
弾
圧
」『
に
く
ま

れ
憲
兵
』
日
本
週
報
社
、
一
九
五
七
年
、
九
七
｜
一
一
一
頁
）。
山
室
武
甫
『
愛
の
使
徒

山
室
軍
平
』（
福
音
宣
教
会
、
一
九
八
〇
年
）
も
そ
の
回
想
を
引

い
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
書
及
び
同
じ
著
者
の
『
人
道
の
戦
士

山
室
軍
平
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
六
九
年
、
特
に
二
三
七
頁
以
下
）
は
晩
年
の
山

室
を
専
ら
超
国
家
主
義
の
被
害
者
と
し
て
描
き
、
朝
鮮
の
キ
リ
ス
ト
者
、
安
利
淑
が
神
社
礼
拝
の
強
制
を
古
代
の
バ
ア
ル
神
崇
拝
と
同
列
だ
と
山
室
に
訴
え

た
事
実
を
紹
介
し
つ
つ
も
、
そ
の
強
制
を
追
認
し
た
山
室
に
同
情
的
で
あ
る
（
同
前
二
四
一
頁
、『
愛
の
使
徒
』
一
七
八
頁
以
下
）。
そ
の
山
室
の
行
動
と
信

仰
ゆ
え
の
「
迫
害
」
を
「
栄
誉
」
と
す
べ
し
と
し
た
二
十
年
余
り
前
の
発
言
（
前
述
）
と
の
関
係
は
、
問
題
で
あ
る
。
も
っ
と
も
武
甫
は
、
か
つ
て
国
粋
主

義
と
選
民
思
想
を
奉
ず
る
作
詞
家
と
し
て
活
躍
し
た
自
ら
の
過
去
（「
日
本
救
世
軍
四
十
年
記
念
歌
」『
と
き
の
こ
ゑ
』
一
九
三
五
年
一
一
月
一
五
日
、
及
び

石
丸
新
『
賛
美
歌
に
あ
っ
た
「
君
が
代
」』
新
教
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
三
七
頁
以
下
を
参
照
）
と
の
関
係
で
も
、
そ
う
し
た
問
題
は
こ
れ
を
無
視
し

て
、
晩
年
の
父
を
あ
く
ま
で
「
輝
か
し
い
落
陽
」（『
人
道
の
戦
士
』
二
三
七
頁
）
と
し
て
描
こ
う
と
欲
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
67
）
そ
の
際
、
た
と
え
ば
、
救
世
軍
の
家
庭
の
出
身
で
あ
る
と
と
も
に
国
学
院
で
神
道
学
を
学
ん
だ
関
根
文
之
助
（
沖
野
岩
三
郎
は
そ
の
岳
父
）
の
よ
う
な
新

進
の
論
客
が
「
時
局
」
に
即
応
し
て
「
活
躍
」
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
救
世
軍
は
自
ら
の
戦
争
協
力
に
つ
い
て
自
己
批
判
や
謝
罪
を
公
的
に
表
明
し

た
こ
と
は
な
い
（
二
〇
一
七
年
一
月
二
一
日
、
山
室
軍
平
記
念
救
世
軍
資
料
館
に
お
け
る
前
館
長
・
朝
野
洋
氏
等
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
筆
者
が
確
認
）。

そ
の
点
で
た
と
え
ば
日
本
基
督
教
団
や
一
部
教
派
（
そ
れ
ら
に
よ
る
戦
争
責
任
告
白
な
ど
に
も
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
）
と
異
な
っ
て
い
る
。

（
68
）
関
連
し
て
、
宮
田
光
雄
『
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
の
結
尾
を
成
す
、
バ
ル
ト
の
摂
理
観
と
そ
の
意
義
に
関
す
る
叙
述
を
参
照

（
二
五
〇
頁
以
下
）。
ま
た
笠
原
は
、
日
本
基
督
教
団
が
戦
後
も
そ
の
成
立
を
「
摂
理
」
に
よ
り
正
当
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
み
ず
か
ら
あ
ず
か
っ
た
決

断
や
行
動
の
自
己
義
認
、
そ
れ
が
結
果
す
る
現
状
の
肯
定
の
た
め
に
、
な
ん
で
も
か
ん
で
も
「
摂
理
」
と
い
う
こ
と
に
す
る
危
険
が
教
会
に
は
あ
る
」
と
指

摘
し
て
い
る
（
森
岡
・
笠
原
前
掲
書
、
八
九
｜
九
〇
頁
）。

（
69
）『
ロ
マ
書
余
師
』
九
頁
。「
こ
の
故
に
」
以
下
は
ロ
ー
マ
書
一
章
二
四
節
の
引
用
で
あ
る
。
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※修正について 

 

本稿の著者、本田逸夫は、本稿がウェブ上に公開される機会に、次の三点の

修正を行います。なお、この記述は本誌編集委員会の許可に基づいています。 

 

１）20 頁の前から 5 行目 

「パウロの「テトスへの手紙」」⇒“パウロの”を削除 

 

２）21 頁の本文最末尾の引用、後ろから 3 行目 

「さもなくに」⇒さまなくば 

 

３）9 頁の前から 3 行目 

「管見の範囲では彼のローマ書一三章論は次の五つである。」 

 

⇒（補足）それらに加えて、『民衆の聖書 サムエル書』（一九三六年）でも同

章が論及されている。 

それについては、拙稿「明治末期以降のローマ書一三章論」（九州地区国立

大 学 教 育 系 ・ 文 系 研 究 論 文 集 , 5(1), No. 6 （ 2017-09-30 ）

https://nuk.repo.nii.ac.jp/からアクセス可能）の三九頁で言及した。 

 

 

以上 
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